
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

   

環 境

Ｊ Ｒ

14-189

キューバ共和国 

ハバナ市廃棄物管理能力向上プロジェクト

終了時評価調査報告書 

 

地球環境部 

独立行政法人国際協力機構 

 

（2014年）  

平成 26 年 9 月 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

キューバ共和国 

ハバナ市廃棄物管理能力向上プロジェクト

終了時評価調査報告書 

 

地球環境部 

独立行政法人国際協力機構 

 

（2014年）  

平成 26 年 9 月 



 

 

目     次 
 
目 次 
プロジェクト対象位置図 
写 真 
略語表 
終了時評価結果要約表 
 
第１章 終了時評価調査の概要 ···················································································· 1 

１－１ 調査団派遣の経緯と目的 ·············································································· 1 
１－２ 調査団の構成と調査期間 ·············································································· 1 
１－３ 調査日程 ·································································································· 2 
１－４ 主要面談者································································································ 2 
１－５ 対象プロジェクトの概要 ·············································································· 2 

 
第２章 終了時評価調査の方法 ···················································································· 4 

２－１ 終了時評価調査の視点と手法 ········································································ 4 
２－２ 調査項目と方法 ·························································································· 4 

 
第３章 プロジェクトの進捗状況 ················································································· 6 

３－１ プロジェクトの投入実績 ·············································································· 6 
３－２ 成果（アウトプット）の達成状況 ·································································· 6 
３－３ プロジェクト目標の達成見込み ···································································· 16 
３－４ 上位目標の達成見込み ················································································ 18 
３－５ プロジェクトの実施プロセス ······································································· 19 

 
第４章 評価5項目の評価結果と結論 ··········································································· 20 

４－１ 妥当性 ···································································································· 20 
４－２ 有効性 ···································································································· 21 
４－３ 効率性 ···································································································· 22 
４－４ インパクト······························································································· 23 
４－５ 持続性 ···································································································· 24 
４－６ 結論 ······································································································· 25 

 
第５章 提言と教訓 ································································································· 26 

５－１ 提言 ······································································································· 26 
５－２ 教訓 ······································································································· 27 

 
第６章 団長所感 ···································································································· 28 
 
  



 

 

付属資料 
１．協議議事録（M/M）（英文・西文）（「合同終了時評価調査報告書」を含む）················ 33 
２．主要面談者リスト ·························································································· 193 
３．PDM（Version 4）（英文・西文） ······································································ 195 

 



プロジェクト対象位置図 
 

 

 ［ハバナ市拡大図］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



写     真 
 

環境教育を実施中の小学校 

 

廃棄物教育サークルワッペン 

コンポスト収集用トラック（供与機材） 

 

コンポスト製造 （供与機材） 

C/P、ホテルの分別協力窓口、キッチンシェフ 分別のためにプロジェクトが供与したドラム缶



 
 

Tulipan 農産物市場 

 

農産物市場にて有機ごみ用コンテナ 

農産物市場に分別用に供与したドラム缶 

 

市場にて作業者が分別に利用している木箱 

車両整備ワークショップ 成果３ 供与機材 



 
 

成果３ 供与機材 

 

成果３ 供与機材 

成果３ 供与機材 

 

成果３ 供与機材 

成果３ 供与機材 成果３ 供与機材 



 
 

成果３ 供与機材と C/P 所有の工具 

 

成果３ 供与機材 

キューバ側評価メンバーに評価方法の説明 

 

ハバナ市市議会事務局長 表敬 

CITMA Havana 開発調査（2003-6）の C/P 表敬 C/P からの成果別活動の発表 



 
 

成果４の C/P の説明（処分場設計について） 

 

合同評価団の議論風景 

JCC（PM オダリス女史、PD マリオ・ヘレラ局長）

 

JCC（PD マリオ・ヘレラ局長挨拶） 

JCC（廃棄物管理の発展に係るプレゼン） M/M 署名 



 

 

略 語 表 
略 語 正式名称 日本語 

CDR Committee for Defense of Revolution 革命防衛委員会 

CITMA 
Ministry of Science, Technology and 
Environment 

科学技術環境省 

C/P Cunterpart カウンターパート 

DMSC Municipal Direction of Communal Services 区公共サービス局 

DPSC Provincial Direction of Communal Services ハバナ市公共サービス局 

EIA Environmental Impact Assessment 環境影響評価 

ERMP Enterprise for Recovery of Raw Materials 資源回収公社 

FMC Federation of Cuban Women キューバ女性連盟 

GOC Government of Cuba キューバ政府 

GOJ Government of Japan 日本政府 

IEE Initial Environmental Examination 初期環境調査 

IHR Institute of Hydraulic Resources 水資源研究所 

IS Institute of Soil 土壌研究所 

JCC Joint Coordinating Committee 合同調整委員会 

JICA Japan International Cooperation Agency 独立行政法人国際協力機構 

MEP Ministry of Economy and Planning 経済計画省 

MINAGRI Ministry of Agriculture 農業省 

MINCEX Ministry of Foreign Trade and Investment 外国貿易投資省 

MINSAP Ministry of Public Health 保健省 

M/M Minutes of Meeting 協議議事録 

M/P Master Plan マスタープラン 

MRF Future Recovery Movement 資源化未来運動 

MSW Municipal Solid Waste 都市廃棄物 

MSWM Municipal Solid Waste Management 都市廃棄物管理 

PCM Project Cycle Management プロジェクト・サイクル・マネジメント

PDM Project Design Matrix プロジェクト・デザイン・マトリックス

PO Plan of Operation 作業計画 

R/D Record of Discussion 討議議事録 

UERMP 
Association of Enterprises for Recovery of 
Raw Materials 

資源回収公社連合 

UPPH Provincial Unit of Hygiene 市衛生部 

UNIDO 
United Nations Industrial Development 
Organization 

国際連合工業開発機関 



 

i 

終了時評価調査結果要約表 
 
１．案件の概要 

国名：キューバ共和国 案件名：ハバナ市廃棄物管理能力向上プロジェクト 

分野：環境管理 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：地球環境部 協力金額（評価時点）：約 4.8 億円 

 
協力期間 

（R/D）：2009 年 5 月 18 日 
2009 年 9 月～2014 年 9 月 

（5 年 1 カ月間） 

先方関係機関：ハバナ市公共サービス局（DPSC） 
市衛生部（UPPH） 

日本側協力機関：なし 

他の関連協力：なし 

１－１ 協力の背景と概要 

1990 年代のソビエト連邦の崩壊以降、キューバ共和国（以下、「キューバ」と記す）の経済は

落ち込み廃棄物管理の適切な実施に影響を与えた。キューバの首都ハバナ市では、燃料の不足

により郊外に廃棄物を輸送することが困難となり、廃棄物はハバナ市の数カ所に設置された緊

急処分場に投棄された。これは、住民の生活環境の破壊などいくつかの問題を引き起こした。

また、主要な処分場は限界に近づき、新処分場の建設が緊急の課題となっていた。 
このような背景のもと、日本政府はキューバ政府からの要請を受けて、「ハバナ市廃棄物総合

管理計画（2004～2006 年）」を実施し、ハバナ市の廃棄物管理業務の劇的な改善のためのマスタ

ープラン（M/P）の作成を行った。本 M/P を基に、キューバ政府は緊急処分場の閉鎖、既存の

処分場の改善、収集車やコンテナの自己調達及び新グアナバコア最終処分場建設の決定などを

実現させた。 
一方、廃棄物行政の予算は十分とはいえず、体系化された人材育成や廃棄物管理を行うこと

は困難であった。また、技術面に限らず、組織面、社会システム面の能力の不足により、M/P
の適切な実施が阻害されていた。 

このような状況のもと、キューバ政府は、総合的廃棄物管理の強化、コンポストの製造、車

両整備工場の強化、既存処分場の改善及び新衛生処分場建設の支援を目的とした「ハバナ市廃

棄物管理能力向上プロジェクト」（以下、「本プロジェクト」と記す）を要請した。 
 
１－２ 協力内容 

（1）上位目標 
ハバナ市全域において、都市廃棄物管理が適正に実施され、市の衛生環境が改善される。

 
（2）プロジェクト目標 

DPSC の廃棄物管理能力が協力機関間の連携を通じて強化される。 
 
（3）成果 

成果 1：DSPC の総合的廃棄物管理能力が向上する。 
成果 2：パイロットプロジェクト対象地区における発生源分別が促進され、DPSC/UPPH の
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有機ごみ処分量減量化のための能力が強化される。 
成果 3：UPPH のごみ収集･運搬能力が強化される。 
成果 4：UPPH の最終処分場設計と運営管理のための能力が強化される。 

 
（4）投入（評価時点） 

日本側： 
日本人専門家：8 名（78.77 人/日） 

チーフアドバイザー/廃棄物総合管理、コンポスト/分別収集、最終処分

場設計・運営管理、収集車両整備（1）/工作機械操作（1）、収集車両整

備（2）、工作機械操作（2）、業務調整 
機 材：トラック、車両整備場の機材、事務機器、その他：約 8,800 万円 
第三国研修： 10 名（2012 年度） 
プロジェクトの運営経費：約 147 万米ドル 

 
キューバ側： 

カウンターパート配置：延べ 48 名 
施設・建物：プロジェクト事務所、車両整備場、コンポストヤード 
管理運営経費：供与機材の設置工事費用、光熱費、電話、交通費など 
 

２．評価調査団の概要 

調査者 ＜日本側＞ 
担当分野 氏 名 所 属 

総括 吉田 充夫 JICA 国際協力専門員 

協力企画 奥村 憲 
JICA 地球環境部環境管理グループ環境管理

第二課 
評価分析 長島 聡 株式会社アイコンズ 

 
＜キューバ側＞ 

氏 名 所 属 
マリオ・エレイラ・ジュスティス ダィレクター、DPSC、ハバナ市 
オダリス・ガルシア・フォンセカ 主任スペシャリスト、DPSC、ハバナ市 
オスマニ・カストロ・クルス 協力スペシャリスト、国際関係・協調局、 

ハバナ市 
ペドロ・M・デ・ラ・トーレ・

ロドリゲス 
協力スペシャリスト、国際関係・協調局、 
ハバナ市 

フアン・エレーラ スペシャリスト、CITMA ハバナ支局 
イボン・マルティネス スペシャリスト、MINCEX 
 

 

調査期間 2014 年 3 月 2 日〜3 月 20 日 評価種類：終了時評価 
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３．評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 

（1）成果の達成度 
成果 1：DSPC の総合的廃棄物管理能力が向上する。 

成果 1 は、プロジェクト期間内にほぼ終了する見込みである。成果 1 の活動を通じて、

DPSC の廃棄物管理における包括的な管理能力が改善された。JICA の開発調査「ハバナ

市廃棄物総合管理計画（2004～2006 年）」によって作成された M/P の更新、管理能力の

改善、DPSC のコアグループに対する研修の実施、マニュアルの作成及び廃棄物教育プロ

セスの強化などが行われた。しかしながら、M/P で計画されている優先プロジェクトの

うち、「新規東最終処分場の建設」が着工されず、建設段階の技術支援は外部要因により

完了できなかった。 
 

成果 2：パイロットプロジェクト対象地区における発生源分別が促進され、DPSC/UPPH
の有機ごみ処分量減量化のための能力が強化される。 

有機廃棄物の減量のための、大規模排出者からの分別有機廃棄物のコンポスト生産の

適応可能性及び有効性は確認された。そのため、成果 2 は基本的にパイロットプロジェ

クトの活動としては達成されている。本パイロットプロジェクトでは、サイトにおける

排出源での分別が推進され、農産物市場、ホテル、タバコ工場などで有機廃棄物が収集

された。しかし、いくつかの要因により収集された有機廃棄物の量は不安定であり、コ

ンポストの生産量にも影響を与えた。キューバ側による有機廃棄物の収集量を安定させ

るための必要な対策が取られれば、指標値は達成され、パイロットプロジェクトは持続

的なものとなる。 
 

成果 3：UPPH のごみ収集･運搬能力が強化される。 
成果 3 はプロジェクト期間内に達成される見込みである。車両整備工場のための機材

の調達及び設置が遅れたものの、必要な機材は調達され、整備工のための研修は実施さ

れた。その結果、C/P や日本人専門家の努力によって、車両整備技術の改善を測るすべて

の指標が達成される見込みである。加えて、22 種類のマニュアルも既に作成されている。

 
成果 4：UPPH の最終処分場設計と運営管理のための能力が強化される。 

成果 4 については、部分的に達成されているが、プロジェクト期間内に完全に達成す

ることは難しい。新処分場の設計段階で、日本人専門家より貴重な提言がなされ、新処

分場の設計は改善された。既存の処分場の管理能力改善のモニタリングが行われ、ある

程度の改善が見られた。しかし、改善のレベルは資金、人材、資材等の不足によって引

き起こされた新処分場の建設の停滞によって、期待されたレベルには達しなかった。 
 
（2）プロジェクト目標達成の見込み 

プロジェクト目標：DPSC の廃棄物管理能力が協力機関間の連携を通じて強化される。 
プロジェクト目標は、キューバ側の適切な努力が継続されれば、プロジェクトの終了

までに達成される見込みである。DPSC のハバナ市における都市部廃棄物管理能力は、そ
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れぞれの協力機関間の協調を通じて強化された。成果 1 については、完全に達成してい

ないものの、キューバ側の適切な努力があれば、プロジェクトの終了までに改善できる

見込みである。 
 
３－２ 評価結果の要約 

（1）妥当性 
以下のような理由により、妥当性は高い。 

本プロジェクトは、キューバの廃棄物管理の政策、対象地域・社会のニーズは、わが

国の援助政策と整合している。 
 
（2）有効性 

以下のような理由により、有効性はやや高い。 
キューバ側からの適切な努力があれば、プロジェクト終了時までにプロジェクト目標

が達成される見込みである。 
プロジェクト目標である「DPSC の廃棄物管理能力が協力機関間の連携を通じて強化さ

れる」について、各成果にて DPSC/UPPH の他関連機関との連携の調整能力は強化されつ

つある。成果 1 については完全に達成はされていないが、プロジェクト終了時までには

改善される見込みである。プロジェクト目標を達成するためには、有機廃棄物収集のた

めの優先的な配車や新処分場の建設開始など、キューバ側の資金面の支援が改善される

ことが条件となる。 
 
（3）効率性 

以下のような理由により、与えられた条件のもとでは効率性は中程度である。 
活動に遅延が生じ、当初のプロジェクト期間に十分な成果が上げられなかった。その

ために、プロジェクト期間が 1 年半延長された。 
機材供与の仕様、種類、量等には問題なかったが、調達について大幅な遅れがあった。

これには、キューバ側の工事の遅れ及び日本側の入札プロセスによる遅れに原因があった。

キューバ固有の制約が多いなかで、C/P の人数、配置状況、能力は適切であった。ただ

し、引き継ぎのない頻繁な C/P の交代により、技術移転の成果が十分に蓄積されないな

どの問題もあった。 
供与機材設置に必要なインフラ整備、車両整備場の改善、重機整備場の改善、コンポ

ストヤードの建設などについて、キューバ側より予算が支出された。ただし、新グアナ

バコア最終処分場の建設においては、その予算執行の遅れなど問題もみられた。 
本プロジェクトの成果は、研修を受けた C/P、供与された機材及びマニュアル等によっ

て留まる見込みである。他方、他ドナーのプロジェクトのアウトプットは、目に見えな

いものになっている。コストの効率性を考えると、本プロジェクトの効率性のレベルは

やや高い。 
 
（4）インパクト 

以下のような理由により、インパクトはやや高い。 
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キューバ側からの適切な投入があれば、上位目標は 3～5 年後に達成される見込みであ

る。 
現段階でも、4 つある指標のうち、1 つの指標は既に達成されている。キューバ側は、

やるべきことはわかっており、残りの 3 つもキューバ側上位機関からの適正リソース配

分のコミットがあれば、近いうちに達成が見込まれる。 
また、以下のような正の効果・影響が見られた。 

1）プロジェクトの活動に含まれていない西衛生処分場のコンセプトデザインの改善

2）機材を供与した車両整備工場による他州の車両のメンテナンスの実施 
3）プロジェクト活動のハバナ市環境戦略への反映 
4）衛生埋立場に関する国家レベルでの情報共有 

 
（5）持続性 

以下のような理由により、持続性は中程度である。 
1）政策・制度面の持続性 

本プロジェクトの政策・制度面の持続性は高い。キューバでは、「国家環境戦略 2007
～2010」において、廃棄物管理の重要性が高いことから、今後も政策面での支援が継続

される可能性が高い。 
2）組織面の持続性 

本プロジェクトの組織面の持続性は中程度である。本プロジェクトの活動中にも、頻

繁に C/P の交代があったことが報告されている。また、利用できる資源にも限りがある

ため、今後もこのような状況が継続した場合、プロジェクトの成果が継続しない可能性

がある。 
一方、プロジェクト開始当初からかかわっている公営の設計会社の技術者は、メキシ

コで実施された第三国研修にも参加し、処分場の設計能力が向上した。そのため、本プ

ロジェクトの成果をハバナ市以外に普及させることは可能である。 
3）財政面の持続性 

本プロジェクトの財政面の持続性は中程度である。本プロジェクトでは、キューバ側

の負担で車両整備施設の整備や JICA調達の機材の据え付けのための予算が支出されるな

ど、キューバ政府からの財政の負担はなされている。ただし、予算の執行が、予定どお

りになされないことがある。また、キューバでは、予算はあっても資機材の不足によっ

て物資が調達できないという特殊事情があることなど、財源の確保が必ずしも持続性の

確保につながらない可能性がある。 
4）技術面の持続性 

本プロジェクトの技術面の持続性は中程度である。本プロジェクトの実施期間中も、

頻繁に C/P の交代があった成果グループがあった。個々の C/P の能力は高いものの、移

転された技術が持続しない可能性がある。また、キューバ国の事情で、いくつかの資機

材の入手が困難である。現在は日本人専門家の渡航時などにそれらの資機材を持ち込ん

で施設・資機材の維持管理が適切に行われているが、プロジェクトの終了後のスペアパ

ーツの供給体制には問題がある。 
 



 

vi 

３－３ 効果発現に貢献した要因 

（1）計画内容に関すること 
本プロジェクトは、わが国が実施した「ハバナ市廃棄物総合管理計画調査」によって作

成された M/P に沿ってデザインされている。そのため、ハバナ市の廃棄物管理における諸

問題に対して包括的に対処している。 
 
（2）実施プロセスに関すること 

2011 年 10 月に実施された中間レビュー調査の後、プロジェクト期間は 19 カ月の延長が

決定された。この延長により、設置された機材を用いて、日本人専門家と C/P の間で技術

移転がなされ、多くの事項に対して長期的な視点で対処できるようになった。 
プロジェクト活動への UPPH の C/P の継続的かつ安定的な参加は、車両や重機のメンテ

ナンスにおける技術移転プログラムに大きく寄与した。 
 
３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 

（1）計画内容に関すること 
特になし。 

 
（2）実施プロセスに関すること 

1）成果 2 に関して、UPPH が有機廃棄物を定期的に提供できなかった時期に、ホテルや農

産物市場など協力してくれている排出業者がパイロットプロジェクトに対する興味を失

った。UPPH が定期的に活動できなかったのは、以下のような理由である。 
① JICA によって供与された車両が事故で故障し、その車両を修理し、UPPH が代替車

両を用意している間、収集活動が妨げられた。 
② プロジェクトが、有機廃棄物の収集のために大型コンテナと UPPH 所有のパッカー

車を使う体制を立ち上げたが、UPPH のパッカー車は定期的な収集ルートで優先的に

使用され、パイロットプロジェクトのための収集は省かれる場合があった。 
2）2014 年 3 月までに、新グアナバコア最終処分場の建設は開始されず、日本人専門家チ

ームは建設工事中の設計変更についての指導を行うことができなかった。このことによ

り、C/P の調整能力強化の機会が妨げられた。 
3）4 つある C/P グループのうち、3 つのグループで多くの人員交代があった。これは、よ

り良い待遇を求めて転職することが主な原因とみられている。人員交代はプロジェクト

の遅延をもたらし、また前任者へ移転された技術が引き継がれないため、C/P 能力の強化

が難しい場合があった。 
 
３－５ 結論 

本プロジェクトでは、プロジェクトの進捗においてさまざまな困難があったにもかかわらず、

プロジェクト目標はほぼ達成される見込みである。 
成果 1 については、DPSC の廃棄物管理に関する包括的な能力の改善が行われ、さまざまな能

力が強化された。 
成果 2 については、パイロットプロジェクトの過程を通じてコンポスト製造における貴重な



 

vii 

経験や発見が蓄積された。UPPH とホテル、農産物市場、タバコ工場などとの間に協力システム

も構築された。 
成果 3 については、車両整備工場の機材調達や設置が遅れたにもかかわらず、本プロジェク

トにおける機材調達や研修の実施によって、主要な修理やメンテナンス業務において必要な時

間が削減された。 
成果 4 については、多くの貴重な提言が日本人専門家によってなされ、新処分場の設計段階

において、処分場の設計が改善された。 
一方、新グアナバコア処分場の建設が遅れたため、建設の過程においてどのように設計を見

直すかなどのノウハウの移転を行うことはできなかった。本建設は、M/P を実現するためにハ

バナ市の廃棄物管理の改善には不可欠の要素である。キューバ側の自助努力によって、計画ど

おりに新処分場の建設のモニタリング及び完工することが必要である。 
さらに、キューバではプロジェクトの持続性を阻害するさまざまな要素がある。プロジェク

ト期間においても、C/P が待遇の良い職を求めるなどの理由で頻繁に交代した。いくつかの資機

材についてはキューバの特殊な事情によって入手することが困難だった。そのため、キューバ・

日本側双方で、持続性の体制をどのように確保するかを検討する必要がある。 
 
３－６ 提言 

終了時評価調査団は、以下の点について提言を行った。 
 
［A］短期的な提言（プロジェクト終了時まで） 

（1）車両整備工場の持続的な運用・管理 
本プロジェクトでは、車両整備工場に資機材を供与・設置し、操作方法を指導しなが

ら成果を達成してきたところ、プロジェクト終了後もこれらの設備を有効に活用するに

は、安定的に供与機材のスペアパーツなどを調達する必要がある。DPSC 並びにキューバ

政府はスペアパーツの調達に必要な予算措置を講じることは当然であるが、プロジェク

ト終了までに日本人専門家の指導により次に挙げるような活動を実施することが望まし

い。 
・すべての供与した機材、部材及び工具について、考えられ得る仕入れ先をカテゴリ

ーごとに整理して、C/P にリストを残しておくこと。カテゴリーの一例は次のとおり。

①国内市場で調達可能なもの、②キューバ側にとって輸入が容易な国から仕入れら

れるもの、③日本や海外のみからしか輸入できないもの。 
・マニュアルにあるような、劣化を遅めるような使用方法や、故障を回避する機材の

運用・維持の方法をマニュアルに含め、スペアパーツの交換の頻度をできるだけ少

なくするような技能を実践すること。 
・体系的な故障の記録を継続すること。 
・上記の活動を適切に行うために、特に本プロジェクトで設置した機材や機材のメン

テナンスを担当する課（または局）を UPPH に設置すること。 
 

（2）技術者の研修 
成果 1 の指標 1-4.1 で設定された研修を行うべき技術者数が、目標に達成していないた
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め、プロジェクトの終了までに技術者に対して研修コースを実施すること。 
 
［B］中期的な提言（プロジェクト終了後） 

（3）マニュアルの更新 
今後必要に応じて、プロジェクトにより作成されたマニュアルを更新すること。 

 
（4）埋立処分場建設の続行 

M/P で示されているように、新グアナバコア最終処分場はハバナ市の廃棄物管理を改

善する必要不可欠な事業である。キューバ側は継続的に交渉し建設の工程を前進させ、

新グアナバコア最終処分場の建設を完成させること。 
 

（5）知識と技能の全国への波及 
プロジェクトで習得した経験やノウハウ、すなわち収集車両や重機のメンテナンスと

修理、コンポスト製造のパイロットプロジェクトのマネジメント、埋め立て処分場の設

計などは他県・他自治体でも、廃棄物管理の改善のために将来必要とされる。DPSC 並び

にハバナ市はこれらの経験やノウハウを、科学技術環境省（CITMA）や関係機関と連携

して他県・他自治体に波及させること。 
 

（6）上位目標の達成に向けて 
上位目標の達成に向けて、DPSC はプロジェクトによって改訂されたハバナ市統合的廃

棄物管理のマスタープラン（改訂 M/P）をすべての関係者に対して普及すべきである。

DPSC は、関連機関との合意に従って、改訂 M/P によって提案された優先プロジェクト

を実施する計画を行う必要がある。キューバ側は重要な前提条件を満たすよう、必要な

策を講じるべきである。 
1）ハバナ市における廃棄物管理に必要な予算が確保されること。 
2）国の政策において、環境セクターにおいて廃棄物管理が優先的セクターであること

が継続すること。 
 
３－７ 教訓 

本プロジェクトでは、以下のような教訓が得られた。 
（1）継続的かつ適切な機材の利用 

継続的かつ有効な機材の利用のためには、機材を調達する際に、十分な機材の調達期間

を確保するのみならず、プロジェクト終了後のキューバ側の自助努力による更新や修理が

できるかを念頭に置く必要がある。 
 
（2）第三国研修におけるキューバ人専門家の参加 

2012 年 12 月にメキシコで実施した第三国研修には、C/P と国営設計会社の設計者が参加

した。第三国におけるプロジェクトの実務者の参加はプロジェクトの技術移転を促進し、

極めて有効であった。本研修は、より参加者の技能を向上させるモチベーションとなった。

そのため、日本側評価団は、廃棄物管理におけるキューバ側専門家/実務者が、現地のプロ
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グラムと海外のプログラムのシナジー効果が期待できる海外の研修に積極的に参加できる

ようにするべきである。 
 
（3）C/P へのインセンティブの付与 

プロジェクト期間中、C/P が定着しない時期があった。そのため、実施機関の職員が安定

的に勤務できるような適切なモチベーションやインセンティブを探す必要がある。 
 
（4）指標設定時期の重要性 

成果、プロジェクト目標の達成を検証するための、PDM の指標が論理的に構成されてい

ない。成果やプロジェクト目標を適切に測るため、中間レビュー時に指摘されたように、

指標の設定はプロジェクトの早い段階に行われるべきである。しかしながら、本プロジェ

クトにおいては、中間レビュー時においても指標の設定は十分に行われておらず、提案さ

れた指標が適切かどうかについて、十分な内部精査を行う機会を逸するという結果となっ

た。 
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第１章 終了時評価調査の概要 
 
１－１ 調査団派遣の経緯と目的 

1990 年代のソビエト連邦の崩壊以降、キューバ共和国（以下、「キューバ」と記す）の経済は

落ち込み、廃棄物管理の適切な実施に影響を与えた。キューバの首都ハバナ市では、燃料の不足

により郊外に廃棄物を輸送することが困難となり、廃棄物はハバナ市の数カ所に設置された緊急

処分場に投棄された。これは、住民の生活環境の破壊などいくつかの問題を引き起こした。また、

主要な処分場は限界に近づき、新処分場の建設が緊急の課題となっていた。 
このような背景のもと、日本政府はキューバ政府からの要請を受けて、「ハバナ市廃棄物総合

管理計画（2004～2006 年）」を実施し、ハバナ市の廃棄物管理業務の劇的な改善のためのマスタ

ープラン（M/P）が作成された。本 M/P を基に、キューバ政府は緊急処分場の閉鎖、既存の処分

場の改善、収集車やコンテナの自己調達及び新グアナバコア最終処分場の建設の決定などを実現

させた。 
一方、廃棄物行政の予算は経済封鎖による資源の不足によって十分とはいえず、体系化された

人材育成システムも存在していなかった。技術面に限らず、組織面、社会システム面の能力の不

足により、M/P の適切な実施が阻害されていた。 
このような状況のもと、キューバ政府は、統合廃棄物管理の強化、コンポストの製造、車両整

備工場の強化、既存処分場の改善及び新衛生処分場建設の支援を目的とした「ハバナ市廃棄物管

理能力向上プロジェクト」（以下、「本プロジェクト」と記す）を要請した。 
プロジェクトは 6 カ月後の 2014 年 9 月に終了することから、以下を目的とする終了時評価調

査が実施された。 
1）Project Design Matrix（PDM）及び活動計画に基づき、プロジェクトの投入実績、活動実績、

成果・プロジェクト目標、上位目標について確認する。 
2）実施プロセスを整理するとともに、評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト及

び持続性）の観点から分析を行う。 
3）プロジェクト実施上の課題と問題点を抽出するとともに、今後、プロジェクトが取るべき

方策についての提言事項を取りまとめる。 
4）協議結果について、キューバ側との合意事項として評価レポートに取りまとめる。 
5）必要に応じてキューバ側の代表者と評価レポートの主要部分について、協議議事録（Minutes 

of Meeting：M/M）により合意する。 
 
１－２ 調査団の構成と調査期間 

終了時評価調査は、本邦からの調査団員とキューバ政府評価メンバーからなる合同チームによ

って 2014 年 3 月 2 日から 3 月 20 日の 19 日間（現地調査）にわたり実施された。合同チームメ

ンバーの構成は、以下のとおり。 
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＜キューバ側メンバー＞ 
 

氏 名 
調査団での 

担 当 
所属 

1 マリオ・エレイラ・ジュスティス 総括 ダイレクター、DPSC、ハバナ市 
2 オダリス・ガルシア・フォンセカ 団員 主任スペシャリスト、DPSC、ハバナ市 

3 オスマニ・カストロ・クルス 団員 
協力スペシャリスト、国際関係・協調局、

ハバナ市 

4 
ペドロ・M・デ・ラ・トーレ・

ロドリゲス 
団員 

協力スペシャリスト、国際関係・協調局、

ハバナ市 
5 フアン・エレーラ 団員 スペシャリスト、CITMA ハバナ支局 
6 イボン・マルティネス 団員 スペシャリスト、MINCEX 

 
＜日本側メンバー＞ 

 担当分野 氏名 所属 現地派遣期間 

1 総括 吉田 充夫 JICA 国際協力専門員 2014 年 3 月 15 日～3 月 21 日

2 協力計画 奥村 憲 
JICA 地球環境部環境管理グルー

プ環境管理第二課 
2014 年 3 月 10 日～3 月 21 日

3 評価分析 長島 聡 株式会社アイコンズ 2014 年 3 月 2 日～3 月 21 日

 
１－３ 調査日程 

調査日程は、付属資料 1「M/M（「合同終了時評価調査報告書（英文）」を含む）の 1-2 Schedule 
of the Evaluation に示されたとおりである。 
 
１－４ 主要面談者 

現地調査期間の主要面談者リストは、付属資料 2 に示した。 
 
１－５ 対象プロジェクトの概要 

（1）上位目標 
ハバナ市全域において、都市廃棄物管理が適正に実施され、市の衛生環境が改善される。 

 
（2）協力終了時の達成目標（プロジェクト目標） 

ハバナ市サービス局（Provincial Direction of Communal Services：DPSC）の廃棄物管理能力

が協力機関間の連携を通じて強化される。 
 
（3）プロジェクトの成果（アウトプット） 

成果 1：DSPC の総合的廃棄物管理能力が向上する。 
成果 2：パイロットプロジェクト対象地区における発生源分別が促進され、DPSC/UPPH の有

機ごみ処分量減量化のための能力が強化される。 
成果 3：ハバナ市衛生部（Provincial Unit of Hygiene：UPPH）のごみ収集･運搬能力が強化される。 
成果 4：UPPH の最終処分場設計と運営管理のための能力が強化される。 
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（4）活動 

1-1 M/P に沿って、DPSC のキャパシティ・アセスメント（CA）を実施する。 
1-2 DPSC 計画部門が、関連機関との連携調整をしながら事業の計画・モニタリング・評価

を高めるためにアクションプランを作成する。 
1-3 CA の結果、成果 2、3、4 に関連する活動以外で必要と見なされる廃棄物管理能力強化

のための研修/OJT（On-the-Job Training）を、UPPH を対象に実施する。 
1-4 作業員・収集員や、学校を含む住民を対象とした環境教育のプログラムを作成する。 
1-5 1-4 で作成したプログラムを、学校におけるコンポスト導入などを通して実施する。 
1-6 M/P の見直しを行い、改訂する。 
 
2-1 ごみ減量化のための方策を検討する。 
2-2 有機ごみを利用したコンポスト化のためのパイロットプロジェクトの計画を策定する。 
2-3 パイロットプロジェクト対象地区における特定発生源からの分別収集に関するパイロ

ットプロジェクト活動を行う。 
2-4 協力機関と協調して、コンポストヤードにおいてコンポストを行うためのパイロットプ

ロジェクト活動を行う。 
2-5 パイロットプロジェクトの評価を行う。 
 
3-1 収集運搬計画を見直し、改正した内容を実行する。 
3-2 車両整備場・修理工場を改善する。 
3-3 コンテナ・収集車の運用を改善するための関連活動を実施する。 
3-4 UPPH のスタッフに対して研修を行う。 
 
4-1 既存最終処分場への収集車の入場計画を策定する。 
4-2 協力機関と協調して、既存最終処分場重機の整備改善のための関連活動を行う。 
4-3 協力機関と協力して、新規東部最終処分場の設計に関する見直しを行う。 
4-4 既存の運営マニュアルの見直しを含め、最終処分場運営管理に関するトレーニングのた

めの教材を準備し、研修を行う。 
 
（5）実施期間 

2009 年 9 月～2014 年 9 月（5 年間） 
 
（6）対象地域 

ハバナ市 
 
（7）カウンターパート機関 

ハバナ市公共サービス局（DPSC） 
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第２章 終了時評価調査の方法 
 
２－１ 終了時評価調査の視点と手法 

本プロジェクトの実績の検証、実施プロセスの検証、評価 5 項目について評価を実施した。各

項目の評価設問と評価指標については、評価グリッド（付属資料 3）を参照のこと。 
 
２－２ 調査項目と方法 

２－２－１ 主な調査項目 
本終了時評価調査は「新 JICA 事業評価ガイドライン第 1 版」（2010 年 6 月改訂）に準拠して

実施した。PDM やその他関係資料に基づいて評価設問（調査すべき項目）を検討し、プロジェ

クトの実績、実施プロセス、評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、持続性）に

関する評価グリッドを作成した。実績、実施プロセス、評価 5 項目の定義は以下のとおりである。 
 

（1）実績 
投入、成果、プロジェクト目標、上位目標に関する達成度、もしくは達成予測に関する

情報 
 

（2）実施プロセス 
活動の実施状況やプロジェクトの現場で起きている事柄に関するさまざまな情報 

 
（3）評価 5 項目 
妥当性 プロジェクトのめざしている効果（プロジェクト目標や上位目標）が、受益

者のニーズに合致しているか、問題や課題の解決策として適切か、相手国と

日本側の政策との整合性はあるか、プロジェクトの戦略・アプローチは妥当

か、などといった「援助プロジェクトの正当性・必要性」を問う視点 
有効性 
 

プロジェクトの実施により、プロジェクトの目標が達成され、本当に受益者

もしくは社会への便益がもたらされているのか（あるいは、もたらされるの

か）を問う視点 
効率性 
 

主にプロジェクトのコストと効果の関係に着目し、投入した資源が有効に活

用されているか（あるいは、されるか）を問う視点 
インパクト プロジェクトの実施によってもたらされる、正、負の変化を問う視点（直接、

間接の効果、予測した・しなかった効果を含む） 
持続性 プロジェクトで発現した効果が、協力終了後も持続しているか（またはでき

るか）を問う視点 
 
２－２－２ 評価実施方法 

評価グリッドに基づいて以下の方法で情報・データを収集し、評価分析を行った。 
（1）文献・既存資料調査 

・業務進捗報告書 
・専門家提供資料 
・その他  
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（2）サイト調査 
小学校、農産物市場などを訪問し、活動状況を調査した。 

 
（3）質問票調査または聞き取り調査 

日本人長期専門家、プロジェクトの C/P、国営設計会社の技術者、小中学校の教師、市

場の運営スタッフなどを対象に質問票または聞き取り調査を実施した。 
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第３章 プロジェクトの進捗状況 
 
３－１ プロジェクトの投入実績 

３－１－１ キューバ側の投入実績 
（1）カウンターパート 

延べ 48 名（付属資料 1 M/M（「終了時評価調査報告書（英文）」を含む）を参照のこと） 
 

（2）施設・建物 
プロジェクト事務所、車両整備場、コンポストヤード 

 
（3）管理運営経費 

供与機材の設置工事費用、光熱費、電話、交通費など 
 

３－１－２ 日本側の投入実績 
（1）日本人専門家派遣 

8 名〔78.77 人/日（2013 年度まで）〕 
チーフアドバイザー/廃棄物総合管理、コンポスト/分別収集、最終処分場設計・運営管

理、収集車両整備（1）/工作機械操作（1）、収集車両整備（2）、工作機械操作（2）、業務

調整 
 

（2）機材 
トラック、車両整備場の機材、事務機器、その他：約 8,800 万円（2014 年 3 月現在） 

 
（3）第三国研修 

2012 年度：10 名 
 

（4）プロジェクトの運営経費 
約 147 万米ドル（2013 年 3 月現在） 

 
３－２ 成果（アウトプット）の達成状況 

 

成果 1：DSPC の総合的廃棄物管理能力が向上する。 

概要：成果 1 は、プロジェクト期間内にほぼ終了する見込みである。成果 1 の活動を通じて、DPSC
の廃棄物管理における包括的な管理能力が改善された。JICA の開発調査「ハバナ市廃棄物総合管

理計画」（2004～2006 年）によって作成された M/P の更新、管理能力の改善、DPSC のコアグル

ープに対する研修の実施、マニュアルの作成及び廃棄物教育プロセスの強化などが行われた。し

かしながら、M/P で計画されている優先プロジェクトのうち、「新規東最終処分場の建設」は、

外部要因により完了できなかった。PDM の指標値を基にした詳細な評価は以下のとおりである。 
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（1）指標 1-1：プロジェクト終了時に活動項目である「新規東最終処分場の建設と車両機材の

イノベーション」が編入されることで M/P が更新され、それぞれの完了率は 100％を達成す

る。 
指標 1-1 の指標値は、一部は達成されているが、本プロジェクト終了までに、「新規東最終

処分場の建設と車両機材のイノベーション」の完了率 100％の達成は難しい見込みである。 
業務進捗報告書 No.7 及び No.8 において、M/P の更新が行われていることが報告されてお

り、M/P の更新は、プロジェクト終了時までには完了する見込みである。 
M/P で計画された 2 つの優先プロジェクトのうち、2013 年 6 月の時点で「車両・重機整備

工場の整備」に係る全機材の調達は完了している。一方、「衛生埋立地の新設」は、進入道

路の建設と、処分場 1 期工事分のみの土木工事部分の設計まで終了しているが、プロジェク

ト期間内の完了は難しい見込みである。 
この工事の遅れは、1）すべての建設会社が他の工事で多忙であり、適切な契約相手が見

つからなかったことと重機が利用できなかったこと、2）建設の予算が割り当てられていな

かったことなどの外部要因である。 
 
（2）指標 1-2：廃棄物管理の 3 つのプロセスが強化される。 

指標 1-2 の指標値は、既に達成されている。 
市の廃棄物管理のための 3 つのプロセス①計画、②モニタリング、③詳細内容の評価 を

強化するため、DPSC/UPPH の運営主体によって、以下のような努力が見られた。これによ

り組織的な変化が見られ、3 つのプロセスには改善が見られた。 
 

表－１ 3 つのプロセスにおける改善内容 

プロセス 改善内容 

①計画 ・DPSC/UPPH の関係部門を軸として、資材調達部門、施工部門、設計部門を統合する

プロジェクトチームを組織して、プロジェクトを実施する体制をつくった。また、

その組織のための協議を週例化し、予算の割り当てやプロジェクトの進捗状況など

が話し合われている。 

・DPSC のプロジェクト遂行能力を高めるためのアクションプランが作成された。 

・プロジェクトチームが、一般新規案件に関して、プロジェクト計画立案シートを着

手前に作成することを提案した。 

②モニタリング ・資材調達の難しい局面を打開するため、DPSC トップの交渉力を取り入れた。 

・プロジェクトチームが、新規案件に関しては、「プロジェクトモニタリングチャート」

を着手時に作成することを提案した。 

・プロジェクトチームが、プロジェクトのモニタリングに際し、最低月 1 回「進捗チ

ェックシート」を作成することを提案した。 

・プロジェクトチームが、プロジェクトの遂行にあたって施工、許可手続き、協力機

関との契約などに関する協議を行う場合には、必ず協議議事録（M/M）を作成して

翌日までに承認を受けることを提案した。 

③詳細内容の評価 ・プロジェクトチームが、プロジェクト評価のための、工期、組織間の連携、品質、

予算の 4 つの過程に関する中間評価時、終了時評価の指標の設定を行った。 
出所：プログレスレポートを基に終了時評価調査団が取りまとめ 
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（3）指標 1-3：2 種類の管理報告書を導入することで、DPSC の計画･モニタリング･評価に関す

る報告書の質が向上する。 
指標 1-3 の指標値は、既に達成されている。 
DPSC/UPPH の廃棄物管理の 3 つのプロセス（計画、モニタリング、詳細内容の評価）を

改善するため、①プロジェクト計画立案シート②プロジェクトモニタリングチャート③進捗

チェックシート④協議議事録⑤プロジェクト評価指標の 5 つの管理報告書が導入された。そ

のため、指標で設定された 2 種以上の管理報告書が導入・利用されている。 
 
（4）指標 1-4.1：コアグループである以下の DPSC 職員 520 名が研修を受講する。 

1）ハバナ市内 15 行政区の長を対象とした廃棄物の経済的･技術的管理技術、総合管理、労

働安全に関する研修。 
2）106 名のゾーン長を対象とした廃棄物総合管理に関する研修（収集･運搬･最終処分）、労

働安全に関する研修。 
3）400 名の技術職を対象とした廃棄物総合管理に関する研修（収集･運搬･最終処分）、労働

安全に関する研修。 
指標 1-4 の指標値は、ほぼ達成されているが、本プロジェクト終了までにすべてを達成す

るには、活動の強化が必要である。 
2014 年 2 月の時点で、研修が行われ、以下の職員が研修を受講した。15 行政区の長とゾ

ーン長の研修は、それぞれ達成率 320％、129％で指標を達成している（表－２参照）。ただ

し、技術職の研修については、リソース不足、上層部の人事異動に伴う研修実施の承認プロ

セスに関する遅れなどの理由で達成率 61.3％とやや遅れている。 
 

表－２ DPSC 職員に対する研修の実績 

研修対象 目標（人） 実績（人） 達成度（％） 

15 行政区の長 15 48 320.0 
ゾーン長 106 137 129.2 
技術職 400 245 61.3 

出所：プロジェクトチームから入手した情報 

 
（5）指標 1-4.2：3 種類のマニュアル（テキスト）が作成される。 

指標 1-4.2 の指標値は、既に達成されている。 
「経済的管理及び管理技術」「廃棄物総合管理」「労働安全」の 3 種のマニュアルが作成さ

れた。 
 
（6）指標 1-5.1：「環境教育ネットワークを通じて、パイロット地区のミラマール人民委員会管

内の 6 つの小学校と 2 つの中学校に対する廃棄物管理に関する教育を実施する。」は達成さ

れる見込みか。 
指標 1-5.1 の指標値は、既に達成されている。 
現在、廃棄物教育は 6 校の小学校と、2 校の中学校において、表－３のように定期的に実

施されている。 
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表－３ 廃棄物管理に関する環境教育を実施している教育機関 

 対象校 活動形態 頻度 

小
学
校 

・レナト・グイタート・ロセル 
・レパブリカ・デ・カンボディア 
・セグイドーレ・デ・イエルシコ・レベルデ

・セサレオ・フェルナンデス・マルチネス 
・ソリダリダッド・コン・チリ 
・ヴォ・ティ・タン 

サークル活動 2 週間ごと 
特別朝礼 月ごと 
学校菜園 週ごと 

固形廃棄物に関する対話 月ごと 
コンテスト 年ごと 

中
学
校 

・マニュエル・オクタビオ・ビスベ・アルベ

ルニ 
・アントン・セミオノビッチ・マカレンコ 

特別朝礼 月ごと 
固形廃棄物に関する対話 月ごと 
美術関連活動 月ごと 

出所：プログレスレポート No.6 

 
ただし、サークル活動で取り組みを検討していたコンポスト製造が学校側から承認が得ら

れず実施できなかったこと、分別収集に取り組んだものの収集した有価廃棄物を売却できな

いことから活動がやや停滞しているなど、その活動にはいくつかの制約もあった。 
 
（7）指標 1-5.2：ハバナ市の 10 のホテルや農業市場の職員に対して廃棄物管理に関する教育活動

を実施する。 
指標 1-5.2 の指標値は、既に達成されている。 
終了時評価調査時点で、パイロットプロジェクトのワークショップにおける研修は 10 の

機関の職員に対して実施された。 
 

表－４ 研修に参加した機関名 

 機関名 
1 チューリパン農産物市場 
2 セロ農産物市場 
3 ミラグロ農産物市場 
4 17 y K 農産物市場 
5 カバリョ・ブランコ農産物市場 
6 ヴァージェン・デル・カミノ農産物市場 
7 トリガル農産物市場 
8 ホテル シャトーミラマール 
9 ホテル・コモドーロ 

10 タバコ工場 
出所：プロジェクトチームより提供の資料 

 
成果 2：パイロットプロジェクト対象地区における発生源分別が促進され、DPSC/UPPH の

有機ごみ処分量減量化のための能力が強化される。 
概要：有機廃棄物の減量のための、大規模排出者からの分別有機廃棄物のコンポスト生産の

適応可能性及び有効性は確認された。そのため、成果 2 は基本的にパイロットプロジェクト

の活動としては達成されている。本パイロットプロジェクトでは、サイトにおける排出源で

の分別が推進され、農産物市場、ホテル、タバコ工場などで有機廃棄物が収集された。しか
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し、いくつかの要因により収集された有機廃棄物の量は不安定であり、コンポストの生産量

にも影響を与えた。キューバ側による有機廃棄物の収集量を安定させるための必要な対策が

取られれば、指標値は達成され、パイロットプロジェクトは持続的なものとなる。PDM の指

標値を基にした詳細な評価は以下のとおりである。 
 

（1）指標 2-1：パイロットプロジェクト対象地区でコンポストづくりのために 1,500kg/日の

有機ごみが収集される。 
指標 2-1 の指標値は、下記の条件が整えば、プロジェクト終了までに達成できる可能性

がある。 
有機廃棄物収集量は、日によって大きく変動するものの、平均 1,133kg/日となっている

（2014 年 1 月時点）。収集量に大きな変動が出る理由として、以下のような原因がある。 
1）JICA が供与した市場ごみ、ホテルの廃棄物を収集するためのトラックが 2012 年 4
月 28 日に事故で故障し、使用できない時期があった。 

2）有機廃棄物を回収するためのドラム缶やコンテナなどのリソースが不足していた。 
3）プロジェクト開始当初、ホテルと農産物市場にて有機ごみを収集する計画であった。

しかし、どちらの収集源（農産物市場、ホテル）についても、養豚業者との競合があ

る可能性があり、収集量が想定したよりも少なかった。 
4）収集車不足によって UPPH の収集が不定期となり、一般ごみに混ぜて廃棄されてし

まうことがあった。 
このような問題があるものの、以下のような条件が整えば、プロジェクト終了までに

指標が達成される可能性はある。 
1）UPPH が、本プロジェクトのために十分な収集車を配分する。 
2）分別収集・コンポスト製造の重要性を認識している職員が増加する。 
3）タバコ工場からのタバコ屑は、養豚業者と競合しない大規模な供給元である。発生

元で分別された有機廃棄物の量を安定させるために、これらの工場とサプライチェー

ンが調整/組織されることで、このコンポストのプロジェクトの持続性が高まる。 
4）現状では、コンポストによる有機廃棄物処理の費用は、処分場での処理の外貨ポー

ションで約 5 倍、内貨ポーションで約 10 倍となっている。もし生産されたコンポスト

が土質改善剤として販売可能となれば、その製造のための収支が改善し、有機廃棄物

の処分方法としてのコンポスト生産の重要性が高まる。 
5）コンポスト生産は、気候変動問題の緩和のための、有機廃棄物のグリーンハウスガ

ス発生リスクの削減につながる。 
 

（2）指標 2-2：パイロットプロジェクト対象地区で 1 日 650kg のコンポストが製造される。 
指標 2-2 の指標値は、条件が整えば、プロジェクト終了までに達成できる可能性がある。 
2011 年 11 月からの稼働で、平均 667kg/日（2013 年 7 月時点）のコンポストの生産が

行われていたが、この生産量はどの程度有機廃棄物を収集できるかによって変動する可

能性がある。有機廃棄物の収集は、指標 2-1 の項で述べたようにさまざまな問題を抱えて

いるが、もし指標 2-1 の項で述べたような条件が整えば、1 日平均 650kg のコンポストが

製造される可能性はある。  
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（3）指標 2-3：コンポストヤードへ運搬される有機廃棄物の夾雑物の混合率がパイロットプ

ロジェクトの開始時の混合率から 50％減少する。 
指標 2-3 の指標値は、条件が整えば、プロジェクト終了までに達成できる可能性がある。 
2014 年 1 月の時点では、異物量の割合は農産物市場で 25.4％、タバコ工場 2.3％、ホテ

ル 0％となっている（目標値は 8.3％）。分別を推進するため、農産物市場へ分別用小型ド

ラム缶及び非有機ごみ用大型コンテナを設置するなどの対策を取った結果、一時、不純

物はほとんどなくなるという成果がみられていた。しかし、農産物市場では UPPH によ

る収集が不安定となったことから、分別用コンテナに非有機廃棄物も捨てられることが

あった。一部の農産物市場では、コンテナに分別表示板を取り付けるなど、改善の努力

を続けている。 
ただし、指標 2-1 の項で述べたような条件、特に 1）と 2）が整えば、有機廃棄物の夾

雑物の混合率が減少し、指標が達成される可能性はある。 
 

（4）指標 2-4：パイロットプロジェクト地区で、ごみの減量と分別に対する行動の変化が 5
つの機関で観察される。 

指標 2-4 の指標値は、既に達成されている。 
終了時評価の時点で、パイロット地区において以下の 5 つの機関がごみの減量と分別

に対するパイロットプロジェクトに参加している。 
・コモドロホテル 
・ホテル シャトーミラマール 
・トゥーリパン農産物市場 
・シウダッド・デポルティバ農産物市場 
・タバコ工場 

 

成果 3：UPPH のごみ収集･運搬能力が強化される。 

概要：成果 3 はプロジェクト期間内に達成される見込みである。車両整備工場のための機材

の調達及び設置が遅れたものの、必要な機材は調達され、整備工のための研修は実施された。

その結果、C/P や日本人専門家の努力によって、車両整備技術の改善を測るすべて指標が達成

される見込みである。加えて、22 種類のマニュアルも既に作成されている。PDM の指標値を

基にした詳細な評価は以下のとおりである。 
 

（1）指標 3-1：収集車の平均稼動時間が CDT で 63.2％、修理時間（TR）で月 8.38 時間、待

ち時間（TE）で月 5.46 時間に改善される。 
※前提条件：収集車の修理や維持管理に必要な資材や部品が調達される。 

指標 3-1 の指標値は、達成される見込みである。 
本指標に係るデータは、C/P によって定期的に測定されている。その結果は、以下のと

おりである。 
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表－５ 収集車の平均稼働時間（CDT）、修理時間（TR）、待ち時間（TE）の推移 

 目標値 2010 年 12 月 2012 年 3 月 2012 年 10 月 2013 年 10 月 2014 年 1 月

CDT-11 63.2％以上 50.7％ 82.8％ 81.5％ 64.9％ 63.8％ 

CDT-2 63.2％以上 58.6％ 85.7％ 85.13％ 78.7％ 77.5％ 

TR 8.38 時間以下 10.67 時間 6.5 時間 6.38 時間 6.38 時間 6.38 時間

TE 5.46 時間以下 6.37 時間 1.67 時間 1.57 時間 1.57 時間 1.57 時間

出所：プログレスレポート及びプロジェクトチームからの情報 

 
2010 年 12 月の測定開始から、2012 年 10 月までは改善が見られた。2013 年には CDT

がやや減少しているが、これは予備部品の制限による影響である。ただし、指標値は依

然として上回っている。 
プロジェクト期間中は、専門家がキューバに派遣される際に資材や部品を調達して持

ち込むなどの努力によって、機材が故障するなどの問題は起こっていない。 
 

（2）指標 3-2：UPPH の廃棄物収集・運搬頻度が VF 指数（収集ルートの数に対する稼動車

両台数の割合）で 90％、NC 指数（コンテナの計画数に対する必要なコンテナ数）で 15％
に最適化される。※前提条件：トラックスケールの信頼できる計量データが入手できる。 

指標 3-2 の指標値は、達成される見込みである。 
廃棄物収集車配置率（VF 指数＝稼働中車両率/収集ルート数）及びコンテナ不足率（NC

指数＝コンテナ不足数/コンテナ計画配置数）の推移は、表－６のとおりである。 
 

表－６ 廃棄物収集車の VF 指数及び NC 指数の推移 
（％） 

 目標値 2012 年 2013 年 

VF 指数 90 以上 71 94 

NC 指数 15 以下 10 16 
出所：プログレスレポート No.6 及びプロジェクトチームからの質問票の回答 

 
2012 年には、VF 指数は達成されていないものの、NC 指数は目標値を下回っている。

逆に 2013 年では VF 指数は達成されているものの、NC 指数が指標を上回っている。 
厳密に VF 指数及び NC 指数を改善するためには、トラックスケールを用いて収集車の

重量を確認し、収集ルートや必要なコンテナ数の効率性を再検討する必要がある。しか

しながら、Calle100 に設置されたトラックスケールは故障していることも多く、計量デー

タは常に利用できるわけではない。そのため、表－６における VF 指数及び NC 指数の改

善は、稼働中車両率及びコンテナ計画配置数のみによるものである。 
 

（3）指標 3-3.1：車両のメンテナンスに関する 7 つの主な作業（シャーシス、溶接、工作機

械、タイヤ交換、電気、油圧、噴射ポンプラボ）について、20 名のメカニックが研修を

受け、供与機材を適切に操作できる。 

                                                        
1 CDT-1 はすべての車両を対象として計算しているのに対し、CDT-2 は廃車と決まった収集車両を差し引いて計算している。 
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指標 3-3.1 の指標値は、既に達成されている。 
機材の調達及び据え付けはやや遅れたものの、日本人専門家による研修及び C/P によ

る自主研修によって車両のメンテナンスに関する技術者の技術向上が図られてきた。

2013 年に、8 つの主要な分野について、その到達レベルを測るために延べ 55 名の技術者

に対して試験が実施され、全員が合格した。結果は表－７のとおりである。 
 

表－７ 車両のメンテナンスに関する技術職の理解度テストの合格者数 

分野 受験者数 合格者数 

メンテナンス 14 14 

電気系統 5 5 

油圧システム 8 8 

溶接 5 5 

タイヤ交換 8 8 

工作機械 7 7 

噴射ポンプ 3 3 

油脂 5 5 

合計 55 552 
出所：プログレスレポート No.8 

 
（4）指標 3-3.2：3-3.1 に言及されている 7 つのメンテナンス技術に関するマニュアルが作成

される。 
指標 3-3.2 の指標値については、既に達成されている。 
本プロジェクトの実施によって、終了時評価調査の時点では、以下の 22 の整備マニュ

アルが UPPH の技術者のために作成された（表－８）。 
 

表－８ 本プロジェクトで作成された整備マニュアルリスト 

 マニュアル名 
1 油圧システム整備マニュアル 
2 クラッチ整備マニュアル 
3 電気システム整備マニュアル 
4 アーク溶接操作マニュアル 
5 ガス溶接マニュアル 
6 エアツール整備マニュアル 
7 タイヤ整備マニュアル 
8 タイヤチェンジャー操作マニュアル 
9 ディファレンシャル整備マニュアル 

10 工作機械整備マニュアル 
11 エンジン冷却装置整備マニュアル 
12 エンジン潤滑装置整備マニュアル 

                                                        
2 教育担当（1 名）とメンテナンス担当（1 名）は複数分野の試験を受けているため、合格者数ベースでは 50 名となる。 
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13 TIG 溶接機取扱いマニュアル 
14 エンジン燃料装置整備マニュアル 
15 エンジン吸排気装置整備マニュアル 
16 安全衛生作業マニュアル 
17 燃料噴射ポンプテスター取扱いマニュアル 
18 エンジン整備マニュアル 
19 グリスポンプ操作マニュアル 
20 ブレーキ整備マニュアル 
21 ステアリング、アクセル、サスペンション整備マニュアル 
22 トランスミッション整備マニュアル 

出所：プログレスレポート No.8 及びプロジェクトチームからの質問票の回答 

 

成果 4：UPPH の最終処分場設計と運営管理のための能力が強化される。 

概要：成果 4 については、部分的に達成されているが、プロジェクト期間内に完全に達成す

ることは難しい。新処分場の設計段階で、日本人専門家より貴重な提言がなされ、新処分場

の設計は改善された。既存の処分場の管理能力改善のため、モニタリングが行われ、ある程

度の改善が見られた。しかし、改善のレベルは資金、人材、資材等の不足によって引き起こ

された新処分場の建設の停滞によって、期待されたレベルには達しなかった。PDM の指標値

を基にした詳細な評価は以下のとおりである。 
 

（1）指標 4-1：プロジェクト当初の 1 つの処理場だけでなく、3 つの既存最終処分場でごみ

の搬入、転圧、覆土、法面保護、浸出水処理などが適切に行われ、管理されている。 
本指標について、プロジェクト終了時までの達成は難しい見込みである。 
指標 4-1 については、プロジェクト終了時までに一部が達成される見込みである。 
既存の処分場の改善状況をモニタリングするため、2 回目のモニタリングが 2014 年に

処分場の改善状況が 15 項目についてモニタリングされている。表－９にその状況を示す。 
 

本終了時評価では、11 点以上が環境にやさしい最終処分場となる。11 点を超えている

処分場は Calle 100 のみとなっていた。その後も専門家及び C/P によるモニタリングは行

われており、Campo Florido を除く 3 つの処分場では改善が見られているものの、プロジ

ェクト期間内に残りの処分場すべてを 11 点以上に改善するのは難しい見込みである。た

だし、予算や投入リソースに大きな制限があり、Ocho vias、Tarara、Campo Florido の 3
処分場の残存供用年数が 2 年（プログレスレポート No.8）となっている現状で、すべて

の処分場がこれらの項目を達成する必要性があるかについては、考慮の余地がある。 
 

（2）指標 4-2：新規最終処分場の設計についてプロジェクト当初には環境にやさしい技術的

な配慮は全くなされていなかったが、11 の改善が施される。 
指標 4-2 は、達成されている。 
遮水工の施工性改善や埋立期間を考慮した埋立区画の見直し（6 区画→4 区画）、埋立

順序や最終埋立形状を考慮した埋立区画形状の見直し、堰堤材料の変更の設計見直しな

どが行われた。改善を受けた成果品の数（設計図）の数は 12 である（表－10）。
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表－９ 既存の処分場の改善状況 

 Calle 100 Ocho vias Tarara Campo Florido 
開始時 評価時 1) 開始時 評価時 開始時 評価時 開始時 評価時

部外者侵入 1 1 1 1 1 1 1 1 
管理事務所 1 1 0 1 1 1 0 0 
台秤 2) 0.5 1 0 0 0 0 0 0 
夜間照明 0 0 0 0 0 0 0 0 
防火設備 1 1 1 1 1 1 0 0 
場内道路舗装 1 1 1 0 1 1 1 1 
収集車出入り記録

者配置 
1 1 1 1 1 1 1 1 

廃棄物転圧 3) 1 1 1 1 1 1 0.5 1 
傾斜面保全 1 1 1 1 1 1 0 0 
覆土実施  0.5  0.5  0.5  0.5 
覆土部分 1 1 1 1 1 1 1 1 
浸出水処理 0 0 0 0 0 0 0 0 
有価物回収 1 1 1 1 1 1 1 1 
コンポスト生産 1 1 0 0 0 0 0 0 
バイオガス利用 /
ガス抜き処理 

1 1 0 0 0 0 0 0 

合計 11.5 12.5 8 8.5 9 9.5 5.5 6.5 
1）第 2 回評価時 2014 年 3 月 14 日（達成されている場合には 1、されていない場合には 0） 
2）存在するが機能していない場合には 0.5 
3）毎日実施されていない場合には 0.5 
出所：プロジェクトチーム 

 
表－10 改善された成果品の数 

No 改善項目 
提言を受けて設

計の改善が提言

された対象機関

改善された成果品の数 

第 1 回評価時 第 2 回評価時

1 
プロジェクト開始から評価時

点までの設計上の改善項目 

DCH3 2 5 
EIPHH 1 3 
IPROYAZ 0 0 

2 進捗管理 
DCH 1 1 
EIPHH 1 1 
IPROYAZ 1 1 

3 
施工期間中に実施された設計

上の改善変更 

DCH 0 0 
EIPHH 0 0 
IPROYAZ 1 1 

改善された数 7 12 
出所：プロジェクトチーム 

  

                                                        
3 DCH、EIPHH、IPROYAZ は、国営設計会社の名前である。 
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３－３ プロジェクト目標の達成見込み 

 

プロジェクト目標：DPSC の廃棄物管理能力が協力機関間の連携を通じて強化される。 

概要：プロジェクト目標は、キューバ側の適切な努力が継続されれば、本プロジェクトの終了ま

でに達成される見込みである。DPSC のハバナ市における都市部廃棄物管理能力は、それぞれの

協力機関間の協調を通じて強化された。成果 1 については、完全に達成していないものの、キュ

ーバ側の適切な努力があれば、プロジェクトの終了までに改善できる見込みである。 
PDM の指標値を基にした詳細な評価は以下のとおりである。 

 
（1）指標 1：成果 1 に関して、コアグループへの研修の経験を基に、DPSC/UPPH のスタッフへ

の研修プログラムが作成され、実施される。 
指標 1 の指標値は、プロジェクト終了時までに達成の見込みである。 
DPSC 職員に対する質問票の調査の結果を基に、職員向け研修プログラムが策定された。

また、プログラムを基にしてコアグループへの研修は実施され、その経験は DPSC に蓄積さ

れている。コアグループへの研修については、技術職に対する研修の進捗がやや遅れている

が、DPSC の独自のプログラムなども実施され、コアグループ以外にも効果は波及している。

このような研修を通じて、ハバナ市内 15 行政区、DPSC ゾーン長などとの連携は着実に強化

されている。 
 
（2）【追加指標4】成果 1 に関して、活動を通じて廃棄物管理を行うための関係機関との連携能

力が高まる。 
アクションプランの計画、モニタリング・評価の活動を通じた関連機関との連携、パイロ

ット地域での科学技術環境省（CITMA）との連携による 6 校の小学校、2 校の中学校での環

境教育、9 つの組織との連携による環境教育などの活動が問題なく実施されていることから、

DPSC の廃棄物管理能力は、協力機関との連携を通じて強化されたといえる。 
また、付属資料１M/M 合同終了時評価調査報告書の Annex 9 に示されているように、プロ

ジェクトで実施してきたキャパシティアセスメントの結果からもその進歩が確認できる。プ

ロジェクトの開始当初には、5 段階評価でほとんどの評価レベルは 1.5～2.0 であった。しか

し、2014 年 3 月に実施された最終評価の結果によれば、ほとんどのレベルで 4.0～5.0 に達し

ており、DPSC の能力は顕著に改善されている。 
 
（3）指標 2：成果 2 に関して、パイロットプロジェクトで達成できた有機ごみの減量化（約 1.5t/

日）が維持される。 
成果 2 は、大規模排出業者からの有機廃棄物のコンポスト生産を通じて、廃棄物削減の導

入可能性や有効性のためのパイロットプロジェクトとしては、基本的に達成されている。し

かしながら、「約 1.5t/日」の指標値が達成できるかについては不明である。 
終了時評価調査時点では、平均 1,133kg/日の有機廃棄物が回収され、コンポストが製造さ

れている。ただし、目標の 1.5t/日は現在までのところ達成されていない。しかし、パイロッ

                                                        
4 本指標は、成果 1 を適切に評価するために、合同評価チームによって追加された。 
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トプロジェクトの過程のなかで、貴重な経験や知見が蓄積された。UPPH とホテルや農産物

市場、タバコ工場などとの連携体制が確立されつつある。有機廃棄物の収集について、養豚

会社との競合など、困難な点は見られたものの、タバコ屑、剪定ごみや落ち葉などの他の有

機廃棄物源を模索した。また、コンポストの製造技術は、本プロジェクトの C/P に対して適

切に移転され、製造されたコンポストは、市の植林などに活用されている。 
今後、成果 2 の指標 2－1 で述べたような条件が整えば、本プロジェクト終了までに指標

が達成される可能性はある。 
 
（4）指標 3：車両の修理･メンテナンスシステムの改善が維持される（Calle 100 修理場でプロジ

ェクトから供与された機材を使用し、研修後のメカニックによる主な修理･メンテナンス作

業に要する時間が約 10％減少する）。 
指標 3 の指標値は、本プロジェクト終了時までに達成の見込みである。 
主な修理・メンテナンスに要する時間は、本プロジェクトによる機材調達、研修の実施、

機材据え付けにとどまらないキューバ側による整備施設全体の強化によって、主要な修理に

かかる時間に関して短縮が見られている（表－11）。このような施設の整備や据え付け工事

などを通じて、DPSC/UPPH の他機関や施工業者との連携能力も向上した。 
 

表－11 主な修理･メンテナンス作業に要する時間の変化5 

 プロジェクト開始

前の所要時間（時）

プロジェクト開始

後の所要時間（時） 
変化率（％） 

コンテナ昇降装置の溶接作業 3.0  1.05 65 減少 
クラッチ修理  3.45 2.1 39 減少 
タイヤ修理 1.2 0.3 75 減少 
一般的グリース作業 1.1  0.25 77 減少 

出所：プログレスレポート No.7 

 
すべての項目について、目標 10％の時間減少に対して大幅な時間短縮が可能となった。 

 
（5）指標 4：成果 3 に関し、収集運搬機材について CDT の向上及び収集運搬頻度の最適化を通

じて、改善された収集･運搬能力が維持される（車両の燃費が 2008～09 年の 0.80 ㎥/L から

0.90 ㎥/L へ増加することを目標とする）。 
指標 4 の指標値は、プロジェクト終了時までに達成の見込みである。 
目標値は、代表的なローダー・平床車に対して設定されている。プログレスレポートによ

れば、もともとの数値が 0.80 ㎥/L であるのに対して、0.83 ㎥/L まで改善が見られている。

今後もこの燃料効率維持に関する活動が継続される。 
 
  

                                                        
5 整備時間の測定は、各分野で、同じ整備内容を設定し、①供与機材を使用しないで整備する時間（プロジェクト開始前の所

用時間）と、②供与機材を使用して整備する時間（プロジェクト開始後の所用時間）を測定し、その変化率を算出したもの

である。基本的に各々1 回（なかには条件を変えて 2 回）整備を行い、その時間を測定した。整備の種類により、整備に従

事した人数は異なる。 
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（6）指標 5：成果 4 に関し、専門家の助言による環境にやさしい技術が新規東部最終処分場の

設計に導入される。 
指標 5 の指標値は、本プロジェクトの終了時までに達成見込みである。 
東部最終処分場の設計には、専門家の助言による環境にやさしい技術が主要なものだけで

12 採用された。 
 
３－４ 上位目標の達成見込み 

 

上位目標：ハバナ市全域において、都市廃棄物管理が適正に実施され、市の衛生環境が改善さ

れる。 
概要：キューバ側からの適切な投入がされれば、上位目標は、3～5 年以内に達成される見込みで

ある。終了時評価調査時点でも、4 つの指標のうち 1 つが既に達成されている。残りの 3 つの指

標についても、キューバの上位機関からの適切な資源の投入がされれば、近い将来達成の見込み

である。PDM の指標値を基にした詳細な評価は以下のとおりである。 
 
（1）指標 1：ハバナ市で資源として再利用できる廃棄物回収量が現在の 4,000t/年から 6,400t/年

に増加する。 
指標 1 の指標値については、現在の状況が続けば、プロジェクト終了 3～5 年で達成する

ことは難しい。 
2011 年には 1 次材料回収実績は 5,300t/年、2012 年には 6,100t/年であった。ただし、2013

年は 3,600t/年と大幅な低下がみられている。この理由として、キューバでの政策の変化が挙

げられる。リサイクル資源公社が一般人から有価物を買い付け始めた結果、一般人が処分場

や街中で有価資源を収集し始めたために、UPPH による回収量が減少したと考えられる。 
現状のリサイクル政策の下では、現在の上位計画の指標のように UPPH の指標値を測るだ

けでは、あまり意味がないものとなってきている。しかし、上位目標で述べている都市部で

の廃棄物管理の視点から、現在の傾向はポジティブに評価すべきである。なぜなら、有用資

源の回収は UPPH と一般市民が収集を実行することで高まるからである。 
 
（2）指標 2：ハバナ市で 2 つ以上の機関がパイロットプロジェクトで実施されたごみの減量化

の実践モデルを導入する予定である。 
指標 2 の指標値については、プロジェクト終了 3～5 年で達成される見込みである。 
現在、1 機関（UPPH）がコンポスト製造のパイロットプロジェクトに参加している。パイ

ロットプロジェクトでは、タバコ屑、剪定ごみ、落ち葉など養豚業者との競合がない有機廃

棄物をコンポストの材料として使用可能であることが確認され、将来的に新処分場などでこ

の廃棄物減量化の実践モデルが導入される可能性がある。 
 
（3）指標 3：プロジェクト当初は環境にやさしい技術を用い、適切な維持管理が行われている

廃棄物最終処分場の数は 1 つだけであったが、プロジェクト終了時には 2 つ以上できている。 
指標 3 の指標値については、プロジェクト終了 3～5 年で達成される見込みである。 
終了時評価調査時点では、適切な維持管理が行われている最終処分場は、Calle 100 処分場



 

－19－ 

のみである。建設が計画されている新グアナバコア衛生埋立処分場の建設が実現すれば、間

違いなく指標を達成することは可能である。終了時評価時の C/P への聞き取り調査において、

新処分場の建設に関し建設会社との契約書の署名を待っているとの情報があったため、近い

うちに建設が開始されることが期待される。 
 
（4）指標 4：廃棄物総合管理サービスへのハバナ市の住民の満足度が向上する。その代表的な

指標として、住民からの苦情件数がプロジェクト当初の 60 件/年/行政区から 36 件/年/行政

区に減少する。 
指標 4 の指標値は達成されている。 
2012 年 6 月～2013 年 3 月までの苦情件数は、ハバナ市の 15 区内で 36 件を超える区は 1

つもないため、15 区すべてにおいて達成されている。 
 
３－５ プロジェクトの実施プロセス 

（1）プロジェクトマネジメント体制 
定期会議、合同調整委員会（JCC）は課題認識のために機能している。C/P の責任範囲で

解決できる課題に関しては解決にも寄与している。ただし、課題が C/P の責任範囲を超えた

ものであったり、上位機関からの投入のコミットが得られないものであったりする場合には、

会議・JCC は解決に直結していない場合がある。 
専門家チーム滞在時は、日本人専門家と C/P 間のコミュニケーションは適切に行われてい

る。ただし、プロジェクト開始から約 3 年半の間、C/P がインターネットの使用を許可され

ていなかったことから、専門家のキューバ不在時のコミュニケーションには重大な障害があ

った。 
専門家チーム・C/P チーム側ともに指揮命令系統や役割分担の体制は構築されている。

DPSC/UPPH とも上層部の交代が見られたなかで、プロジェクトマネジャーがプロジェクト

期間を通じて交代がなかったことから、体制が保たれたと考えられる。 
 
（2）実施機関のオーナーシップ 

全般的にみて、キューバ側のオーナーシップは高い。 
日本人専門家滞在時は、C/P はプロジェクト活動に十分参加している。 
供与機材設置に必要なインフラ整備、車両整備場の改善、重機整備場の改善、コンポスト

ヤードの建設などについて、キューバ側より予算が支出された。ただし、C/P は予算を確保

すべく努力はしているが、キューバの経済的な状況もあり、予定どおりに支出されないこと

が多い。これは、予算が配分されていても資材の不足で購入できないことや、他の優先事業

がある場合、予算が執行できないことが原因である。 
 
（3）実施機関の組織改編、人事異動等 

4 つある C/P グループのうち、3 つのグループで多くの人員交代があった。これは、より

良い待遇を求めて転職することが主な原因とみられている。人員交代はプロジェクトの遅延

をもたらし、また前任者へ移転された技術が引き継がれないため、C/P の能力強化が難しい

場合があった。 
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第４章 評価 5 項目の評価結果と結論 
 
４－１ 妥当性 

以下のような理由により、妥当性は高い。 
（1）キューバ政府の政策との整合性 

本プロジェクトは、キューバの廃棄物関連政策と一致している。キューバの「国家環境戦

略 2007～2010」において、廃棄物管理の位置づけが高い。 
 
（2）ニーズ 

本プロジェクトが能力強化に重点をおいたことは、ターゲット・グループのニーズと一致

している。 
スペアパーツの入手が困難であるという状況下においては、車両と重機のメンテナンス技

術を向上させるための機材の供与をすることは、妥当性が高かった。 
また、現在人材育成も体系的に計画、実施されていない。このような状況のもと、本プロ

ジェクトの実施前には技術面のみならず、組織面、制度面、社会システムの能力の欠如によ

り、M/P の適切な実施が妨げられていた。そのため、本プロジェクトの必要性は高い。 
さらに、本プロジェクトは、対象地域・社会のニーズと合致している。ハバナ市はキュー

バの人口の５分の１が居住する地域であり、廃棄物管理は極めて重要な課題である。加えて、

ハバナ市では、ごみの量が処分場の受入れ能力の限界に近付いており、廃棄物管理の必要性

が高い。 
 
（3）わが国の援助政策との整合性 

本プロジェクトは、日本の援助政策に照らして整合性がある。 
本プロジェクトは、環境分野は、対キューバ支援の ODA の重点分野の１つである。また、

わが国が積極的に推進してきた 3R イニシアティブの趣旨と合致しており、外交政策面にお

いても妥当性が高い。 
 
（4）プロジェクトのアプローチ 

本プロジェクトのアプローチは適切である。 
本プロジェクトは、開発調査「ハバナ市廃棄物総合管理計画」を実施した際に作成された

M/P に基づいてその活動が計画されている。また、本プロジェクトには、その M/P の改定も

含まれており、本プロジェクトは、キューバの現状に沿った、廃棄物管理の抱える優先度の

高い問題に対して取り組んでいる。 
ただし、キューバ側のコミットや達成は日本側が想定するタイムフレームでは進まない場

合が多い。また、コンポストの製造に係る有機廃棄物の収集には、既存の養豚業者との競合

もあった。そのため、アプローチは適切であったが想定外の問題が存在する場合もあった。 
 
（5）JICA の技術協力プロジェクトの経験の活用 

本プロジェクトには、JICA の技術協力プロジェクトの経験が生かされている。 
JICA は、廃棄物管理の改善を目的とした類似案件を、中米を含む他国で展開しており、そ
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の蓄積した経験、教訓が生かされている。また、本プロジェクトに先立って実施された開発

調査「ハバナ市廃棄物総合管理計画」や 2006 年に派遣された JICA 短期専門家による最終処

分場運営改善、緊急処分場閉鎖計画立案指導、リサイクル草の根無償資金協力による廃棄物

収集車両の供与など、先行した協力実績もある。 
 
４－２ 有効性 

以下のような理由により、有効性はやや高い。 
（1）プロジェクト目標の達成見込み 

キューバ側からの適切な努力があれば、プロジェクト終了時までにプロジェクト目標が達

成される見込みである。 
プロジェクト目標である「DPSC の廃棄物管理能力が協力機関間の連携を通じて強化され

る。」について、各成果にて DPSC/UPPH の他関連機関との連携の調整能力は強化されつつあ

る。成果 1 については完全に達成はされていないが、プロジェクトの終了時までには改善さ

れる見込みである。プロジェクト目標を達成するためには、有機廃棄物収集のための優先的

な配車や新処分場の建設開始など、キューバ側の資金面の支援が改善されることが条件とな

る。 
 
（2）プロジェクト目標の指標の設定の適切さ 

プロジェクト目標の指標設定にはやや問題がある。 
1）「DPSC の廃棄物管理能力が協力機関間の連携を通じて強化される。」というプロジェク

ト目標に対して、連携度合いを測る指標が設定されていない。 
2）すべての成果が達成されたあとで、プロジェクト目標の指標が達成されるというロジッ

クに沿って指標を設定すべきである。しかし、実際にはそのように指標の設定がなされて

おらず、各成果に対する指標が設定されている。そのため、成果の指標との違いが明確で

ない。 
 
（3）プロジェクト目標達成の阻害要因、貢献要因 

本プロジェクトでは、以下のようなプロジェクト目標達成の阻害要因、貢献要因があった。 
1）阻害要因 
① 成果 2 に関して、UPPH が有機廃棄物を定期的に提供できなかった時期に、ホテルや

農産物市場など協力してくれた排出業者がパイロットプロジェクトに対する興味を失

った。UPPH が定期的に収集をできなかったのは、以下のような理由である。 
・JICA によって供与された車両が事故で故障し、その車両を修理し、UPPH が代替車

両を用意している間、収集活動が妨げられた。 
・プロジェクトが、有機廃棄物の収集のために大型コンテナと UPPH 所有のパッカー

車を使う体制を立ち上げたが、UPPH のパッカー車は定期的な収集ルートで優先的

に使用され、パイロットプロジェクトのための収集は省かれる場合があった。 
② 2014 年 3 月までに、新グアナバコア最終処分場の建設は開始されず、日本人専門家チ

ームは建設工事中の設計変更についての指導を行うことができなかった。このことによ

り、C/P の調整能力強化の機会が妨げられた。  
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2）貢献要因 
① 本プロジェクトは、わが国が実施した「ハバナ市廃棄物総合管理計画調査（2004～2006

年）」によって作成された M/P に沿ってデザインされている。そのため、ハバナ市の廃

棄物管理における諸問題に対して包括的に対処している。 
② 2011 年に実施された中間レビューの後、プロジェクト期間は 19 カ月の延長が決定さ

れた。この延長により、設置された機材を用いて、日本人専門家と C/P の間で技術移転

がなされ、多くの事項に対して長期的な視点で対処できるようになった。 
③ プロジェクト活動への UPPH の C/P の継続的かつ安定的な参加は、車両や重機のメン

テナンスにおける技術移転プログラムに大きく寄与した。 
 
４－３ 効率性 

以下のような理由により、効率性は中程度である。 
（1）成果の達成度合い 

以下のような理由により活動に遅延が生じ、当初のプロジェクト期間に十分な成果が上げ

られなかった。そのために、プロジェクト期間が 1 年半延長された。 
1）パイロットプロジェクトのためのコンポストヤードの建設については、コンポストヤー

ドのサイトが変更となり、新規サイトの承認に時間を費やしたため、工期がキューバ側の

立てた計画の 5 倍にあたる 15 カ月を要した。 
2）ワークショップの機材設置においては、JICA 内部手続きの問題で機材調達が 3 回に分割

されたこと、キューバ国内の資機材調達が難しかったこと、等の問題のため、その調達・

据え付けに計画の 3 倍にあたる 19 カ月を要した。 
3）新処分場の建設は、以下の理由で進捗しなかった。 
① すべての建設会社が他の建設工事で塞がっており、適切な会社を見つけることができ

なかった。 
② 建設のための予算が執行されなかった。 
③ 重機が手配できなかった。これらの事情により、日本人専門家は、新規処分場の建設

に関して、建設工事中に十分な設計改善のための指導が行うことが妨げられた。 
 
（2）投入の適正度 

1）日本人専門家派遣 
キューバ側に対する聞き取り調査によれば、日本人専門家の高い専門性、業務態度など

が高く評価されていることが確認された。プロジェクト期間の延長と日本人専門家のアサ

イン増もあり、派遣期間は適切であった。ただし、受入れ確認の関係で 45 日前には渡航

申請を行う必要があり、渡航時期の柔軟性には欠けた。 
2）日本側機材調達 

機材供与の仕様、種類、量等には問題なかったが、調達について大幅な遅れがあった。

これには、キューバ側の工事の遅れ及び日本側の入札プロセスによる遅れに原因があった。

キューバ側の工事の遅れは、現地における資機材の調達が思うようにできなかったことが

原因である。機材選定の事前調査期間は、調達期間を十分に取るだけでなく、機材の設置

や運転に必要な部材が、現地で調達できるかどうかの調査が必要であった。 
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3）第三国研修 
プロジェクト開始から 3 年目までは、C/P が海外渡航を許可されない時期があった。こ

れを補完するため 4 年目以降に、メキシコにおいて第三国研修が実施された。この研修に

は、C/P に加えてプロジェクト開始当初からかかわっている公営の設計会社の技術者も参

加し、処分場の設計能力が向上した。 
4）キューバ側カウンターパート（C/P） 

キューバ固有の制約が多いなかで、C/P の人数、配置状況、能力は適切であった。ただ

し、引き継ぎのない頻繁な C/P の交代により、技術移転の成果が十分に蓄積されないなど

の問題もあった。 
5）キューバ側の予算配分 

供与機材設置に必要なインフラ整備、車両整備場の改善、重機整備場の改善、コンポス

トヤードの建設などについて、キューバ側より予算が支出された。ただし、新グアナバコ

ア最終処分場の建設においては、その予算執行の遅れなど問題もみられた。 
 
（3）コストの効率性 

類似 JICA プロジェクトと比較して、プロジェクト目標、アウトプットは投入コストに見

合っている。本プロジェクトの成果は、研修を受けた C/P、供与された機材及びマニュアル

などによって留まる見込みである。他方、他ドナーのプロジェクトのアウトプットは、目に

見えないものになっている。コストの効率性を考えると、本プロジェクトの効率性のレベル

はやや高い。 
 
４－４ インパクト 

以下のような理由により、インパクトはやや高い。 
（1）上位目標の達成度 

キューバ側からの適切な投入があれば、上位目標は 3～5 年後に達成される見込みである。 
現段階でも、4 つある指標のうち、1 つの指標は既に達成されている。キューバ側は、や

るべきことはわかっており、残りの 3 つもキューバ側上位機関からの適正リソース配分のコ

ミットがあれば、近いうちに達成が見込まれる。 
 
（2）上位目標以外の正の効果・影響 

本プロジェクトの実施によって、以下のような正の効果・影響が見られた。 
1）西衛生処分場のコンセプトデザイン 

成果 4 の活動の間に、当初成果には含まれていなかった西衛生処分場のためのコンセプ

ト設計が技術移転プログラムの成果として改善された。 
2）他州の車両のメンテナンスの実施 

本プロジェクト内で改善されたメンテナンス技術は、ハバナ市以外の州の収集車のメン

テナンスに貢献した。サンティアゴ及びオルギンの約 70％の車両は、UPPH の車両整備場

で修理されている。 
3）ハバナ市における環境戦略へのインパクト 

本プロジェクトの経験を基に、廃棄物削減、コンポスト製造、衛生処分場、市の廃棄物
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管理の適切な実施、環境管理などの概念が近々作成される予定のハバナ市環境戦略に反映

された。 
4）国家レベルのインパクト 

DPSC は他州に対して、衛生処分場のコンセプトや研修内容の普及を計画している。こ

れは、国家レベルに影響を与える第一歩である。本プロジェクトは、ハバナ市で実施され

ているが、外国貿易投資省（MINCEX）及び CITMA の 2 省によってプロジェクトの内容

がモニタリングされているなど、そのインパクトは国家レベルに及んでいる。 
 
４－５ 持続性 

以下のように、政策面、組織面、財政面、技術面からみた持続性は中程度である。 
また、これらの 4 つの視点以外に、付属資料 1 M/M 合同評価調査報告書の Annex10 に示され

ているように、2014 年 4 月にプロジェクトによって「活動の持続性評価」が行われた。本終了時

評価は、それぞれの活動が引き起こした「強み、弱み、機会、リスク」について述べて、本プロ

ジェクトの持続性に関する重要な提言を行っている。 
 
（1）政策・制度面の持続性 

本プロジェクトの政策・制度面の持続性は高い。 
キューバでは、「国家環境戦略 2007～2010」において、廃棄物管理の重要性が高いことか

ら、今後も政策面での支援が継続される可能性が高い。 
 
（2）組織面の持続性 

本プロジェクトの組織面の持続性は中程度である。 
本プロジェクトの活動中にも、頻繁に C/P の交代があったことが報告されている。また、

利用できる資源にも限りがあるため、今後もこのような状況が継続した場合、プロジェクト

の成果が継続しない可能性がある。 
一方、プロジェクト開始当初からかかわっている公営の設計会社の技術者は、メキシコで

実施された第三国研修にも参加し、処分場の設計能力が向上した。そのため、本プロジェク

トの成果をハバナ市以外に普及させることは可能である。 
 
（3）財政面の持続性 

本プロジェクトの財政面の持続性は中程度である。 
本プロジェクトでは、キューバ側の負担で車両整備施設の整備や JICA 調達の機材の据え

付けのための予算が支出されるなど、キューバ政府からの財政の負担はなされている。ただ

し、予算の執行が、予定どおりになされないことがある。また、キューバでは、予算はあっ

ても資機材の不足によって物資が調達できないという特殊事情があることなど、財源の確保

が必ずしも持続性の確保につながらない可能性がある。 
 
（4）技術面の持続性 

本プロジェクトの技術面の持続性は中程度である。 
本プロジェクトの実施期間中も、頻繁に C/P の交代があった成果グループがあった。個々
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の C/P の能力は高いものの、移転された技術が持続しない可能性がある。 
キューバの事情で、いくつかの資機材の入手が困難である。現在は日本人専門家の渡航時

などにそれらの資機材を持ち込んで施設・資機材の維持管理が適切に行われているが、プロ

ジェクト終了後のスペアパーツの供給体制には問題がある。 
 
４－６ 結論 

本プロジェクトでは、プロジェクトの進捗においてさまざまな困難があったにもかかわらず、

プロジェクト目標はほぼ達成される見込みである。 
成果 1 については、DPSC の廃棄物管理に関する包括的な能力の改善が行われ、さまざまな能

力が強化された。 
成果 2 については、パイロットプロジェクトの過程を通じてコンポスト製造における貴重な経

験や発見が蓄積された。UPPH とホテル、農産物市場、タバコ工場などとの間に協力システムも

構築された。 
成果 3 については、車両整備工場の機材調達や設置が遅れたにもかかわらず、本プロジェクト

における機材調達や研修の実施によって、主要な修理やメンテナンス業務において必要な時間が

削減された。 
成果 4 については、多くの貴重な提言が日本人専門家によってなされ、新処分場の設計段階に

おいて、処分場の設計が改善された。 
一方、新グアナバコア最終処分場の建設が遅れたため、建設の過程においてどのように設計を

見直すかなどのノウハウの移転を行うことはできなかった。本建設は、M/P を実現するためにハ

バナ市の廃棄物管理の改善には不可欠の要素である。キューバ側の自助努力によって、計画どお

りに新処分場建設のモニタリング及び完工することが必要である。 
さらに、キューバではプロジェクトの持続性を阻害するさまざまな要素がある。プロジェクト

期間においても、C/P が待遇の良い職を求めるなどの理由で頻繁に交代した。いくつかの資機材

についてはキューバの特殊な事情によって入手することが困難だった。そのため、キューバ・日

本側双方で、持続性の体制をどのように確保するか検討する必要がある。 
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第５章 提言と教訓 
 
５－１ 提言 

終了時評価調査団は、以下の点について提言を行った。 
 

［A］短期的な提言（プロジェクト終了時まで） 
（1）車両整備工場の持続的な運用・管理 

本プロジェクトでは、車両整備工場に資機材を供与・設置し、操作方法を指導しながら

成果を達成してきたところ、プロジェクト終了後もこれらの設備を有効に活用するには、

安定的に供与機材のスペアパーツなどを調達する必要がある。DPSC 並びにキューバ政府

は、スペアパーツの調達に必要な予算措置を講じることは当然であるが、プロジェクト終

了までに日本人専門家の指導により次に挙げるような活動を実施することが望ましい。 
・すべての供与した機材、部材及び工具について、考えられ得る仕入れ先をカテゴリ

ーごとに整理して、C/P にリストを残しておくこと。カテゴリーの一例は次のとお

り。① 国内市場で調達可能なもの ② キューバ側にとって輸入が容易な国から仕

入れられるもの ③ 日本や海外のみからしか輸入できないもの 
・マニュアルにあるような、劣化を遅めるような使用方法や、故障を回避する機材の

運用・維持の方法をマニュアルに含め、スペアパーツの交換の頻度をできるだけ少

なくするような技能を実践すること。 
・体系的な故障の記録を継続すること。 
・上記の活動を適切に行うために、特に本プロジェクトで設置した機材や機材のメン

テナンスを担当する課（または局）を UPPH に設置すること。 
 

（2）技術者の研修 
成果 1 の指標 1-4.1 で設定された研修を行うべき技術者数が、目標に達していないため、

プロジェクトの終了までに技術者に対して研修コースを実施すること。 
 

［B］中期的な提言（プロジェクト終了後） 
（3）マニュアルの更新 

今後、必要に応じて、プロジェクトにより作成されたマニュアルを更新すること。 
 

（4）埋立処分場建設の続行 
M/P で示されているように、新グアナバコア最終処分場はハバナ市の廃棄物管理を改

善する必要不可欠な事業である。キューバ側は継続的に交渉し建設の工程を前進させ、

新グアナバコア最終処分場の建設を完結させること。 
 

（5）知識と技能の全国への波及 
プロジェクトで習得した経験やノウハウ、すなわち収集車両や重機のメンテナンスと

修理、コンポスト製造のパイロットプロジェクトのマネジメント、埋め立て処分場の設

計などは他県・他自治体でも、廃棄物管理改善のために将来必要とされる。DPSC 並びに
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ハバナ市はこれらの経験やノウハウを、CITMA や関係機関と連携して他県・他自治体に

波及させること。 
 

（6）上位目標の達成に向けて 
上位目標の達成に向けて、DPSC はプロジェクトによって改訂されたハバナ市統合的廃

棄物管理のマスタープラン（改訂 M/P）をすべての関係者に対して普及すべきである。

DPSC は、関連機関との合意に従って、改訂 M/P によって提案された優先プロジェクト

を実施する計画を行う必要がある。キューバ側は重要な前提条件を満たすよう、必要な

策を講じるべきである。 
1）ハバナ市における廃棄物管理に必要な予算が確保されること。 
2）国の政策において、環境セクターにおいて廃棄物管理が優先的セクターであること

が継続すること。 
 
５－２ 教訓 

本プロジェクトでは、以下のような教訓が得られた。 
（1）継続的かつ適切な機材の利用 

継続的かつ有効な機材の利用のためには、機材を調達する際に、十分な機材の調達期

間を確保するのみならず、プロジェクト終了後のキューバ側の自助努力による更新や修

理ができるかを念頭におく必要がある。 
 

（2）第三国研修におけるキューバ人専門家の参加 
2012 年 12 月にメキシコで実施した第三国研修には、C/P と国営設計会社の設計者が参

加した。第三国におけるプロジェクトの実務者の参加はプロジェクトの技術移転を促進

し、極めて有効であった。本研修は、より参加者の技能を向上させるモチベーションと

なった。そのため、日本側評価調査団は、廃棄物管理におけるキューバ側専門家/実務者

が、現地のプログラムと海外のプログラムのシナジー効果が期待できる海外の研修に積

極的に参加できるようにするべきである。 
 

（3）C/P へのインセンティブの付与 
プロジェクト期間中、C/P が定着しない時期があった。そのため、実施機関の職員が安

定的に勤務できるような適切なモチベーションやインセンティブを探す必要がある。 
 

（4）指標設定時期の重要性 
成果、プロジェクト目標、の達成を検証するための、PDM の指標が論理的に構成され

ていない。成果やプロジェクト目標を適切に測るため、中間レビュー時に指摘されたよ

うに、指標の設定はプロジェクトの早い段階に行われるべきである。しかしながら、本

プロジェクトにおいては、中間レビュー時においても指標の設定は十分に行われておら

ず、提案された指標が適切かどうかについて、十分な内部精査を行う機会を逸するとい

う結果となった。 
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第６章 団長所感 
 
（1）はじめに 

2009 年 9 月に開始した「ハバナ市廃棄物管理能力向上プロジェクト」が 2014 年 9 月をもっ

て終了するところ、3 月 2 日から 3 月 20 日の期間、終了時評価調査を実施した。日本側評価

団 3 名とキューバ側評価団 5 名（外部評価者を含む）による合同評価方式によって合同評価

報告書を作成し、3 月 20 日の JCC において合意署名交換した。 
 
（2）技術協力プロジェクトの成果 

PDM で設定された指標に基づく評価結果によれば、４つのアウトプットは全体としてはお

おむね達成しつつあり、期待どおりの成果を上げていることが確認された。中間レビューに

おいて指摘されたプロジェクト運営管理上の課題は大きく改善され、厳しい財政事情のなか

遅れ気味ではあったものの、UPPH のコンポスト施設整備や車両整備・修理工場の整備と供与

機材の据付工事などキューバ側の負担事項はほぼ実行されてきた。ハバナ市のプロジェクト

に対するオーナーシップは強く、専門家チームと C/P の関係は良好であり、専門家チームに

対するキューバ側の信頼は幅広く厚いものがある。プロジェクト活動を通じての C/P の能力

向上はキャパシティアセスメント結果に示されるように年を追うごとに前進した。 
このように、多くの面で本プロジェクトは成功を収めたものの、2014 年 9 月のプロジェク

ト終了時点で 100％の目標達成とはならないのも事実である。 
具体的には、ハバナ市東南部グアナバコアの新規衛生埋立処分場の工事着手の大幅の遅れ

により、アウトプット１の成果達成に不十分さが認められ、その建設及び運用を通じて予定

されていた技術指導なども未着手とならざるを得ない（アウトプット４）。車両整備・修理工

場の維持管理についても、供与機材のスペアパーツ確保、熟練を要する整備・修理技術の定

着や持続性には不安定要素が認められる。 
5 項目評価の結果は、妥当性は高く、有効性はやや高く、効率性は中程度、インパクトはや

や高く、持続性は中程度、となった。総じて、効率性と持続性に弱みが認められるが、これ

はキューバをとりまく経済的制約（輸入資機材やパーツの入手が極めて困難である）、脆弱で

硬直した国家・地方の行財政（予算が執行されない、外貨の不足、不透明な意思決定）、劣悪

な労働条件（給与）による行政機関職員のインセンティブ低下など、基本的に経済的要因に

関係した問題が原因と考えられる。 
今後、持続性の確保にいかに取り組んでいくかが、中心的な課題であるといえる。このよ

うなことから、合同評価報告書においては、持続性の向上をめざして、プロジェクト終了時

までに実施すべき当面の短期的な２課題とプロジェクト終了後も継続的に推進すべき中期的

な４課題を整理し、提言を行った。 
 
（3）プログラム・アプローチの視点から 

本プロジェクトは、2003～2006 年の開発調査による M/P の策定、2007～2008 年の個別専門

家派遣による技術指導の成果を継承し発展させた協力であり、その意味で一種のプログラ

ム・アプローチの協力であったといえる。 
その意味で、当初の M/P の実行が、キューバ側の自助努力をベースに、困難な部分を JICA
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が支援協力することによってなされてきたこと、それによってハバナ市の廃棄物管理事業の

改善が具体的に成し遂げられてきたことは高く評価できるとともに、プログラム・アプロー

チの有効性を示すものである。 
今回のプロジェクトでは、このような 10 年余の活動成果に立脚し、M/P の全面的なアップ

デートを支援し、改訂 M/P が策定された（アウトプット１）。いわば PDCA （Plan-Do-Check-Action）
のサイクルが経過したことを示しており、こうした中長期的スケールのプログラムマネジメ

ント事例としての意義も認められる。現時点では想定が困難ではあるが、開発協力の一般論

としては、投資支援といったことも課題とされるべき新たなサイクルに入ってきているとい

えよう。 
 
（4）今後の協力の方向性について 

協議議事録（M/M）にてキューバ側からの継続支援の要望表明を記したが、今後、本プロ

ジェクトの協力の成果を維持し、上位目標に設定したハバナ市の総合的廃棄物管理の発展に

寄与していくためには、キューバ側の自助努力を大前提として促しつつも、先方努力により

条件が整えば、以下の 2 分野で個別専門家派遣などの小規模の協力支援を継続的に行ってい

くことが望ましい。 
1）衛生埋立処分場の建設及び運営管理に関する技術指導 

前述のように、本プロジェクト期間中には新規衛生埋立処分場の建設はなされず、それ

に関係する技術協力としては、設計への助言がなされたのみであった。しかし、具体的な

建設が始まれば、設計との調整・監理・検査、が必要となり、また、供用段階では衛生埋

立処分場の運営管理技術など、技術課題は多数ある。キューバにとって衛生埋立処分場は

初めての経験であることから、本プロジェクトのフォローアップという意味でも、キュー

バにおける衛生埋立のモデルを作るという意味でも、大変重要な協力課題である。ただし、

財政事情の脆弱性に由来して実際の工事着工が必ずしも明確でないというリスクがあり、

仮に協力を実施するとしてもキューバ側による工事着工を見極めたうえでの協力とすべき

である。2 科目（衛生埋立処分場の建設監理、衛生埋立処分場の運営管理）個別専門家派遣

（計 12 人/日程度）が妥当であろう。 
2）UPPH の車両整備・修理工場に関する技術指導 

本プロジェクトでは、技術協力の範囲内で最大の成果を上げるべく、ごみ収集車両など

の整備と修理のための工作機械などの供与、総額１億円規模の支援が行われた。工作機械

を用いた基礎的な車両整備、故障修理技術は移転されたが、今後、現実に発生する整備・

修理状況を踏まえて、より上級の整備技術の指導や、工作機械などの維持管理技術の指導、

総合的アドバイスを行っていく必要がでてきている。また整備・修理工場の中長期的な持

続性を保証するうえで大変効果的であると考えられる。ただし、仮に協力を行うとしても、

安定した C/P の配置が前提条件である。本プロジェクトでいくつか経験したように C/P が

自己都合で退職するなどの事態が起きぬよう、安定した C/P 配置が必要である。プロジェ

クト終了後遅くならない時期に 3 年程度の期間でシャトル型の 2 科目（上級整備技術、車

両整備場管理）での個別専門家派遣（計 12 人/日程度）が妥当であろう。また、専門家の派

遣の際、キューバ現地ではどうしても入手が困難なスペアパーツなどについて携行機材と

して供与し、全体として整備工場の持続性の確保に資するよう図ることが望ましい。 
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２．主要面談者リスト 
 
1. キューバ側面談者 
(1) MINCEX 

Mr. Rigoberto Enoa Novo  ダイレクター、アジア・オセアニア商業政策局 
Ms. Ivón Martínez スペシャリスト、アジア・オセアニア商業政策局 

 
(2) CITMA Havana 

Mr. Roberto Castellanos Perez 総裁 
Mr. Juan Herrena 環境専門官 

 
(3) ハバナ市市議会 

Mr. Francisco Sanchez Perdomo ハバナ市市議会事務局長 
 
(4) DPSC 

Mr. Mario Herrera Justiz  プロジェクトダイレクター 
Ms. Odalys Garcia プロジェクトマネジャー 
Mr. Cesar Andres Oeias Pozas del Rio 成果 2、3 の C/P 
Ms. Jaynet Garcia 成果 1 の C/P 
Ms. Mariana Echavarria 成果 1 の C/P 
Mr. Ernesto Dominguez 成果 1、4 の C/P 
Ms. Harilyn Tamayo Cobas 成果 4 の C/P 

 
(5) UPPH 

Mr. Apolonio Serrano  成果 2 の C/P 
Mr. David Santana 成果 2 の C/P 
Mr. Felix Arturo Abreu 成果 3 の C/P 
Mr. Diego Guevara 成果 3 の C/P 
Mr. Enrique Garcia 成果 3 の C/P 
Mr. Camilo Rodriguez 成果 4 の C/P 

 
(6) 新グアナバコア処分場（予定） 

Mr. Lazaro Sotolongo 成果 4 の C/P 
 
(7) ハバナ市経済計画局 

Mr. Joshermir de la Cruz Thomas 投資部長 
Ms. Mirna Laffita Cuza  

 
(8) 国営設計会社 

Mr. Jose Francisco Santiago Fernandez EIPHH 
Mr. Basilio Del Vallin Marcheco DCH 
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(9) 環境教育実施の学校教師 

Ms. Luvia Caradenus Cepero Seguidores de Ejercito Rebelde 小学校教師 
Ms. Zaila Arredondo Estrada Manuel Octavio Bisbe Alberni 中学校教師 

 
3. 日本側面談者 
(1) 在キューバ日本国大使館 

山倉 良輔 参事官 
築山 淳志 二等書記官 

 
(2) キューバ国援助調整専門家 

鈴木 達男 援助調整専門家 
 
(3) プロジェクト専門家 

山本 糾哉 チーフアドバイザー/廃棄物総合管理 
小川 領一 コンポスト/分別収集 

 
(4) メキシコ人専門家 

Mr. Raul Sergio Cuellar Salinas キャパシティアセスメント 
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Project Design Matrix (PDM 4)
Project Title: Improvement of the Capacity on Urban Solid Waste Management in Havana City, the Republic of Cuba 
Implementing Agency: DPSC  *including UPPH Period:  5 years
Cooperative Organizations: CITMA Habana, DMSC, Water Resource Institute, Soil Institute of the Ministry of Agriculture, Sanitary Research Institute of the Ministry of Health, etc
Project Site: Havana City            Pilot Project Site: Miramar Neighborhood in Playa Municipality Date of modification : June 21, 2012

OG1 Volume of primary materials recovered from waste in Havana City reaches 6,400 t/y from the
current level of 4,000 t/y.

Survey on solid waste, DPSC's records and
reports

Appropriate budget for SWM in Havana
City is ensured.

OG2 Over 2 entities in Havana City consider to introduce waste reduction model practiced in Pilot
Project while there was no  entity at the beginning of the Project.

DPSC's records and reports Cuban Policy, putting priority on SWM in
environmental sector, is  continued.

OG3 Number of environmentally friendly final disposal landfill sites which are properly maintained
is more than 2 at the end of the Project while there was only 1 at the beginning of the Project.

DPSC's records and reports Fuel necessary for SWM in Havana City
as a whole is supplied in a stable manner.

OG4 The level of satisfaction among Havana's citizens in terms of the integrated solid waste
management increases. As a representative indicator, the reduction in the number of
complaints is used. The number of complaints decreased from 60/year/municipality to
36/year/municipality.

DPSC's records (Consumer Service
Department)

PP1
DPSC's records and reports, Project records

1-1
1 Revised Master Plan, Project records

1-2 Management process is improved in 3 aspects. DPSC's records, Project records

1-3 Quality of DPSC management-related report on plan, monitoring, and evaluation is improved
by establishing 2 kinds of management reports.

Project records, DPSC's records

1-4.1 Core Group: approximately 520 people are trained.
1) 15 Directors in technical and economic management for supervision, integrated
management and work safety.
2) 106 Heads of Communal Zones in integrated management (waste collection-
transportation-final disposal) and work safety.
3) Approximately 400 technicians in integrated management (waste collection-transportation-
final disposal) and work safety.

Project records

1-4.2 Manuals (Textbooks) are prepared (3 kinds) DPSC's records and reports

1-5.1 Solid waste education is conducted for 6 elementary schools and 2 junior high schools of the
Popular Council of Miramar through the "Red de Formación Ambiental" while there was no
such activity at the beginning of the Project.

Project records

1-5.2 Solid waste education for the employees of the hotels and agricultural markets in Havana
City is conducted at 10 entities while there was no such activity at the beginning of the
Project.

Project records

2 2-1 Organic waste for composting in Pilot Project Site is collected by 1500 kg per day. DPSC's records, Project records

2-2 Compost in Pilot Project Site is produced to 650 kg per day. Project records, record of the study result of the
Soil Institute of the Ministry of Agriculture

2-3 Percentage of foreign material in organic waste to compost plant is reduced by 50 % as
compared to the percentage at the beginning of the project.

Project records

2-4 Behaviour change of local institutions in Pilot Project Area on waste reduction and separated
collection reaches 5 institutions while there was no such institution at the beginning of the
project.

Project records, cases of behaviour change of
local residents in Havana City

Important Assumption

Project Purpose
Capacity of DPSC on urban solid waste management in
Havana City is strengthened through collaboration among
cooperative organizations.

Means of VerificationNarrative Summary Objectively Verifiable Indicators

5 improved activities on urban solid waste management are undertaken and being
established during the final 12 months of the Project. Namely;
(i) The training program is formulated and begins to be implemented for  DPSC/UPPH's
members based on the experience with the trained Core Group regarding Output-1;
(ii) Organic waste reduction achieved in the pilot project (to be about 1.5 ton/day) to be
maintained regarding Output-2;
(iii) Vehicle repair and maintenance system upgraded (about 10% reduction of time required
for several representative repair/maintenance works in the Workshop) by trained mechanics
using equipment donated by the project to be maintained, and
(iv) Improvement of collection and transportation by means of the upgraded CDT and
frequency optimization (productivity per liter of oil is expected to reach 0.90m3/L as
compared to the 2008-09 level of 0.80m3/L)  to be maintained regarding Output-3; and
(v) Environmentally friendly landfill design advised by JET is incorporated into the new East
Landfill to be constructed regarding Output-4.

Overall Goal

Urban solid waste management is properly implemented in
Havana City and sanitary environment of the City is improved.

Comprehensive management capacity on solid waste of
DPSC is improved.

Solid waste source separation at Pilot Project Site is
promoted and capacity of UPPH in organic waste
reduction at the source is strengthened.

Master Plan is updated by the end of the Project with 2 component projects, namely
“construction of the new landfill in east and innovation of the workshops for vehicles & heavy
machineries” physically completed at the rate of completion of 100% and 100% respectively.

Outputs

Annex I

－
195

－

３
．
P
D
M
 
(
V
e
r
s
i
o
n
 
4
)
（
英
文
・
西
文
）



3 3-1 Average downtime of working collection vehicles is recovered to the level of CDT
(Coeficiente de Disponibilidad Técnica) at 63.2 %, to the level of TR (Time for Repair) at
8.38 hrs/month, and to the level of TE (Time for Waiting to be repaired) at 5.46 hrs/month.  *
External factors: Spare parts and materials necessary for repair and maintenance of
collection vehicles are supplied.

Maintenance workshop's records, Project
records

3-2 Frequency of waste collection and transportation by UPPH is optimized with the index of VF
(rate of Functioning Vehicle to Number of collection route) at 90% and NC (rate of Necessity
of Container to planned number of container) at 15%. * External factors: It is possible to
obtain reliable weighbridge data.

The results of self-evaluation of UPPH, records
of the Customer Service Department, DPSC

3-3.1 At the 7 main areas of the maintenance workshop (chasis, welding, machine tool room, tire
repair shop, electricity, hydraulics, and injection lab), 20 mechanics are trained to correctly
operate the equipment donated by the Project.

Project records

3-3.2 Seven (7) maintenance manuals are prepared for the main areas mentioned in 3-3.1.
Project records

4 4-1 The existing final disposal sites are properly operated and managed in dumping, surface
compaction, soil cover, slope protection and leachate treatment  at 3 sites while only 1 site at
the beginning of the Project.

Project records, records of final disposal site

4-2 The design of New Final Disposal Landfill in East is revised in an environmentally friendly
way for 11 improvements while 0 at the beginning of the Project.

Project records

SWM: Solid Waste Management PDM4 June 21, 2012
ISWM: Integerated Solid Waste Management

Capacity of UPPH in the collection and transportation of
solid waste is strengthened.

Capacity of UPPH and DPSC on landfill design and
operation of final disposal sites is strengthened.

－
196

－



Pre-Conditions

1-1 To conduct the capacity assessment of DPSC in line with the M/P 1 Dispatch of Japanese Experts (Chief Advisor/ISWM, Segregated collection of
waste/Composting, Machinery at Maintenance Workshop, Final disposal landfill, Vehicle
maintenance)

1 Allocation of Counterpart Personnel

1-2 To make the action plan in order to strengthen the management
capacity of DPSC such as to plan, monitor and evaluate the
detailed content of the project including coordination of the related
organizations

2 Provision of the equipment (Organic waste carrier, materials for community composting
facilitiy, containers for segregated organic waste, equipment for the maintenance workshop
in UPPH and maintenance tools for the heavy machinery at final disposal site)

2 Office space for Japanese Experts

1-3 To provide the training/OJT for UPPH to strengthen necessary
SWM capacity except for activities relating to Output 2, 3 and 4
based on capacity assessment

3 Training for Counterpart Personnel ( in Japan, in a third country) 3 Local cost (Utilization of existing DPSC's
machinery, maintenance/repairing cost for the
existing machinery that is not covered by JICA
support)

1-4 To prepare the program of solid waste education both for sanitary
workers and for the public including local residents, schools etc.

4 Local cost for the activity of Japanese Experts 4 Composting yard in Calle 100 including
electricity and water supply

1-5 To implement the program based on Activity 1-4 by introducing on-
site composting in school and other measures

5 Installation of the machinery including
construction to supply electricity

1-6 To review and revise the M/P 6 Repair of the damaged weigh bridge in the final
disposal site

2-1 To consider the measures for waste reduction

2-2 To plan the Pilot Project for organic waste composting

2-3 To implement  the Pilot Project activities on source-separated
waste from large-scale generators such as hotels and restaurants in
Pilot Project Site in collaboration with cooperative organizations
such as the Soil Institute of the Ministry of Agriculture,  DMSC, etc.

2-4 To implement the Pilot Project activities to produce compost in the
compost yard in collaboration with cooperative organizations such
as the Soil Institute of the Ministry of Agriculture, DMSC, etc.

2-5 To evaluate the Pilot Project activities

3-1 To review the waste collection plan and to implement the revised
plan

3-2 To equip the maintenance workshop in UPPH

3-3 To conduct the related activities to improve the operation of
collection vehicles and containers

3-4 To provide the training for staff of UPPH

4-1 To coordinate the vehicles' entrance to the existing final disposal
sites

4-2 To conduct the related activities to improve the heavy machinery
maintenance at the existing final disposal sites in collaboration with
cooperative organizations such as CITMA Habana, Water Resource
Institute, Sanitary Research Institute  of the Ministry of Health, etc.

4-3 To provide advice on the design of New Final Disposal Landfill in
East in collaboration with cooperative organizations such as CITMA
Habana, Water Resource Institute, Sanitary Research Institute of
the Ministry of Health, etc.

4-4 To prepare the training materials for operation and management of
final disposal site including revision of existing operation guidelines
and provide the training

PDM4 June 21, 2012

The Cuban Side
INPUTSActivities

The Japanese Side
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Título del Proyecto: Fortalecimiento de Capacidades del Manejo de Residuos Sólidos Urbanos en la Ciudad de La Habana, República de Cuba 

Institución Ejecutora: DPSC  *incluyendo UPPH Período:  5 años

Organizaciones coooperadoras : CITMA Habana, DMSC, Instituto Nacional de Recursos Hidráulicos, Instituto de Investigación de Suelos del MINAGRI, Instituto de Higiene y Epidemiología del MINSAP, etc.
Área del Proyecto: Ciudad de La Habana            Área del Proyecto Piloto: Consejo Popular Miramar del Municipio de Playa Fecha de modificación : 21 de junio, 2012

OG1 El volumen de materias primas recuperadas de los residuos en la Ciudad de La Habana alcanza 6,400 ton/año
frente al nivel actual de 4,000 ton/año.

Estudio de residuos sólidos, registros e informes de DPSC

OG2 Más de 2 entidades en la Ciudad de La Habana prevén introducir el modelo de reducción de residuos practicado
en el Proyecto Piloto, en contraste con ninguna entidad en el inicio del Proyecto.

Registros e informes de DPSC Se asegura el presupuesto apropiado para el
MRS en la Ciudad de La Habana.

OG3
El número de sitios de disposición final de residuos amigables al medio ambiente con mantenimiento apropiado
es más de 2 al final del Proyecto mientras al inicio del mismo existía únicamente 1 sitio.

Registros e informes de DPSC La política de Cuba continúa dándole prioridad al
MRS en el sector ambiental.

OG4
Se mejora el grado de satisfacción de los ciudadanos de La Habana con relación al servicio de manejo integral
de los resíduos sólidos. Como indicador representativo se utiliza la disminución del número de reclamos y se
disminuye de 60 casos/año/municipio antes del inicio del Proyecto a 36 casos/año/municipio.

Registros del Departamento de Atención a la Población,
DPSC

Todo el combustible necesario para el MRS en la
Ciudad de La Habana se suministra de manera
estable.

PP1
Registros e informes de DPSC, registros del Proyecto

1-1
1 Plan Maestro revisado, registros del Proyecto

1-2 Se fortalece el proceso de manejo en 3 aspectos. Registros de DPSC y del Proyecto

1-3 Se mejora la calidad de los informes de la DPSC sobre planificación, monitoreo y evaluación con el
establecimiento de 2 tipos de informes de manejo.

Registros del Proyecto, registros de DPSC

1-4.1 Grupo núcleo: aproximadamente 520 personas capacitadas  en total.
   1) 15 directores en gestión económica, técnica de dirección, manejo integral y seguridad en el trabajo
   2) 106 jefes de Zonas Comunales en manejo integral (recogida –transportación -disposición final) y seguridad
en el trabajo
   3) aproximadamente 400 técnicos en manejo integral (recogida –transportación -disposición final) y seguridad
en el trabajo

Registros del Proyecto

1-4.2  Manuales (textos) elaborados (3 tipos). Registros e informes de DPSC
1-5.1 La educación ambiental para la sensibilización sobre el manejo de residuos sólidos se lleva a cabo en 6

escuelas primarias y 2 escuelas secundarias del Consejo Popular Miramar a través de la Red de Formación
Ambiental, mientras no existía ninguna actividad.

Registros del Proyecto

1-5.2 La educación sobre el manejo de residuos sólidos para los hoteles y agromercados de La Habana se lleva a
cabo en 10 entidades, mientras no existía este tipo de actividad al inicio del Proyecto.

Registros del Proyecto

2 2-1 Se recolectan alrededor de 1500 kg de residuos orgánicos al día para el compostaje en el área del Proyecto
Piloto.

Registros de DPSC y del Proyecto

2-2 En el área del Proyecto Piloto se producen 650 kg de compost al día. Registros del Proyecto, registros del resultado de estudios
del Instituto de Suelos del Ministerio de la Agricultura

2-3 El porcentaje de materiales extraños en los residuos orgánicos que se transportan a la planta de compostaje se
reducen en un 50% en comparación con el inicio del Proyecto Piloto.

Registros del Proyecto

2-4 El cambio en el comportamiento de las instituciones locales en el área del Proyecto Piloto en cuanto a la reducci
ón y la recogida selectiva se refleja en 5 instituciones locales mientras no existía ninguna al inicio del Proyecto.

Registros del Proyecto, casos de cambio en
comportamiento de los residentes de La Habana

3 3-1 Se recupera el tiempo de paralización promedio de los vehículos de recogida en funcionamiento al nivel de
63.2% de CDT (Coeficiente de Disponibilidad Técnica) y el nivel de TR (Tiempo de Reparación) a 8.38 horas
por mes así como el nivel de TE (Tiempo de Espera) a 5.46 horas por mes.      * Factores externos:  Se proveen
piezas de repuestos y materiales necesarios para la  reparación y el mantenimiento de los vehículos
recolectores

Registros del taller de mantenimiento y del ProyectoLa capacidad en la recogida y transporte de residuos
sólidos está fortalecida.

Se emprenden 5 actividades mejoradas sobre el manejo de los residuos sólidos urbanos y se establecen
durante los últimos 12 meses del Proyecto. A saber:
(i) Se elabora el programa de capacitación e inicia su implementación para miembros de DPSC/UPPH en base a
la experiencia del Grupo Núcleo capacitado, con respecto al Resultado Esperado-1;
(ii) que se mantenga la reducción de residuos orgánicos obtenida en el Proyecto Piloto
(alrededor de 1.5 ton/día) con respecto al Resultado Esperado-2;
(iii) que se mantenga mejorado el sistema de reparación y mantenimiento de vehículos (alrededor de 10% de
reducción del tiempo requerido para varios trabajos representativos de reparación/ mantenimiento en el taller de
Calle 100) por los mecánicos capacitados utilizando los equipos donados por el Proyecto y
(iv) que se mantenga la mejoría en  la recogida y el  transporte mediante el CDT mejorado y la optimización de
la frecuencia  (Se espera llegar la productividad por un litro de combustible a 0.90m3/L frente al nivel de 2008-09
de 0.80m3/L);con respecto al Resultado Esperado-3; y
(v) que se incorpore el diseño del relleno sanitario amigable con el medio ambiente recomendado por
el EEJ en el nuevo relleno sanitario de este a construirse con respecto al Resultado
Esperado-4.

La  capacidad de DPSC en el manejo de los residuos só
lidos urbanos en la Ciudad de La Habana está fortalecida a
través de colaboraciones entre las organizaciones
cooperadoras.

Se promueve la selección en la fuente de generación
de residuos en el área del Proyecto Piloto y la
capacidad de UPPH en la reducción en la fuente de
residuos orgánicos está fortalecida.

El Plan Maestro se actualiza a finales del Proyecto con 2 proyectos componentes, a saber, "la construcción del
nuevo vertedero en el este y la innovación de los talleres de vehículos y máquinas peadas, "físicamente
terminados",
 a un ritmo de cumplimiento con 100% y 100% respectivamente.

Objetivo del Proyecto

Resumen Narrativo Indicadores Objetivamente Verificables Medios de Verificación Supuestos Importantes

Matriz de Diseño del Proyecto (PDM 4)

Objetivo Superior

 La capacidad de DPSC en el manejo integral de los
residuos sólidos está fortalecida.

El manejo de los residuos sólidos urbanos está
correctamente implementado en la Ciudad de La Habana y
se ha mejorado su ambiente sanitario.

Resultados Esperados

Anexo I
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3-2 La UPPH optimiza la frecuencia de recogida y transportación de los residuos con el índice de VF (proporción de
vehículos en funcionamiento con respecto al número de rutas) al 90% y con el índice NC (proporción de
contenedores necesarios con respecto a los contenedores planeados) al 15%. * Factores externos:  Es posible
obtener datos confiables de las básculas.

Resultado de la auto-evaluación de UPPH, y de los
registros
del Departamento de Atención a la Población, DPSC

3-3.1 En las 7 principales áreas del taller de mantenimiento (chasis, soldadura, maquinado, ponchera, electricidad,
hidráulica, laboratorio de inyección) se capacitan 20 mecánicos que pueden operar correctamente los equipos
donados por el Proyecto.

Registros del Proyecto

3-3.2 Se elaboran  7 manuales de mantenimiento de las áreas principales mencionados en el 3-3.1 Registros del Proyecto
4 4-1 Los vertederos existentes son operados y manejados adecuadamente en aspectos tales como la descarga,

compactación de la superficie, cubierta de tierra, protección de taludes y el tratamiento de lixiviados en 3 sitios
mientras al inicio del Proyecto sólo un sitio lo hacía.

Registros del Proyecto y del sitio de disposición final

4-2 El diseño del Nuevo Vertedero del Este es revisado de manera amigable al medio ambiente con 11 mejoras
mientras al inicio del Proyecto no existía ninguna mejora.

Registros del Proyecto

MRS: Manejo de los Residuos Sólidos PDM4  21 de junio de 2012
MIRS: Manejo Integral de los Residuos Sólidos

La capacidad de UPPH en el diseño de relleno
sanitario y la operación de sitios de disposición final,
está fortalecida.
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Condiciones previas

1-1 Realizar la evaluación de capacidades de DPSC en
consonancia con el Plan Maestro.

1 Envío de expertos japoneses  (Asesor Líder/MIRS, recogida selectiva de residuos/compost, maquinado, sitios
de disposición final y relleno sanitario, mantenimiento de vehículos).

1 Designación del personal contraparte.

1-2 Elaborar el plan de actividades a fin de fortalecer la capacidad
de gestión de DPSC para planificar, monitorear y evaluar el
contenido detallado del proyecto, incluida la coordinación de
organizaciones involucradas.

2 Provisión de equipos (para acarreo de residuo orgánico, materiales para instalación de compostaje comunitario,
contenedores para el residuo orgánico separado, equipos para el taller de mantenimiento en UPPH y
herramientas de mantenimiento para maquinaria.

2 Oficina para expertos japoneses.

1-3 Proveer capacitación/OJT para UPPH a fin de fortalecer
capacidades requeridas en MRS excepto para actividades
cubiertas por resultados 2, 3 y 4 basadas en la evaluación de
capacidades.

3 Becas de capacitación para personal contraparte( en Japón, en el tercer país). 3 Costos locales (utilización de maquinarias existentes de
DPSC, costos de mantenimiento/reparación para
maquinarias existentes que no están cubiertos por la
asistencia de JICA).

1-4 Preparar programa de educación sobre residuos sólidos tanto
para trabajadores sanitarios como para el público que incluye a
residentes locales, escuelas, etc.

4 Costo local para las actividades de expertos japoneses. 4 Patio de compostaje en Calle 100, incluido el suministro de
electricidad y agua.

1-5 Implementar el programa basado en Actividad 1-4 a través de la
introducción del compostaje en las escuelas y otras medidas.

5 Instalación de maquinaria, incluida la
construcción para el suministro de electricidad.

1-6 Revisar y modificar el Plan Maestro. 6 Reparación de la báscula-puente dañada en el sitio de
disposición final .

2-1 Considerar medidas para la reducción de residuos.

2-2 Planificar el Proyecto Piloto para compostaje de residuos
 orgánicos.

2-3 Implementar actividades del Proyecto Piloto con residuos
seleccionados en la fuente de generadores a gran escala como
hoteles y restaurantes en el área del Proyecto Piloto en
colaboración con organizaciones cooperadoras como el
Instituto de Suelos del MINAGRI.

2-4 Implementar actividades del Proyecto Piloto para producir
compost en el patio de compostaje en colaboración con
organizaciones cooperadoras como el Instituto de Suelo de
MINAGRI, DMSC, etc.

2-5 Evaluar actividades del Proyecto Piloto.

3-1 Revisar el plan de recolección de residuos e implementar el
plan revisado.

3-2 Equipar el taller de mantenimiento en UPPH.

3-3 Conducir actividades relativas a mejorar la operación de vehí
culos y contenedores de recolección.

3-4 Proveer capacitación a funcionarios de UPPH.

4-1 Coordinar la entrada de vehículos a los sitios de disposición
final existentes.

4-2 Realizar actividades para mejorar el mantenimiento de
maquinaria pesada en el sitio de disposición final existente, en
colaboración con organizaciones cooperadoras como CITMA
Habana, Instituto de Recursos Hidráulicos, Instituto de Higiene y
Epidemiología.

4-3 Ofrecer asesoramiento para el diseño del nuevo sitio de relleno
sanitario del Este en colaboración con organizaciones
cooperadoras como CITMA Habana, Instituto de Recursos
Hidráulicos, Instituto de Higiene y Epidemiología del MINSAP,
etc.

4-4 Preparar materiales de capacitación para la operación y el
manejo del sitios de disposición final, incluida la revisión de guí
as de
operación existentes,  y realizar la capacitación.

PDM4 junio 21, 2012

Por la parte japonesa Por la parte cubana
APORTACIÓNActividades
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